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１ 海老名市の教育理念 

  海老名市教育委員会では、２１世紀の教育理念を『ひびきあう教育』とし、子どもた

ちに必要な力「生きる力」をはぐくむ教育を推進しています。子どもと大人、子どもと

教師、また学校・家庭・地域社会が連携してそれぞれの役割を果たし、知・徳・体のバ

ランスの取れた健やかな子どもたちを育成することを目指し、具体的な施策・事業を市

の総合計画（実施計画）に位置付けて、ひびきあう教育の推進に取り組んでいます。 

平成２６年３月には、ひびきあう教育の理念を実現するための具体的方策として「え

びなっ子しあわせプラン」を策定しました。平成３０年度からの３年間を第２期として、

「授業改善」「新たな教育課程の編成」「小中一貫教育コミュニティ・スクールの推進」

の３つの取り組みを重点に掲げ、推進しました。また、令和３年度からの３年間を第３

期として、「授業改善の実践」「教育支援体制の充実」「特色ある学校づくりの推進」の３

つを重点として取り組んでいます。 

平成３１年４月には、海老名市の教育、学術および文化振興に関する総合的施策とし

て、「海老名市教育大綱」を策定しました。大綱では、「しあわせをはぐくむ教育」のま

ち海老名を目標とし、「えびなっ子しあわせプランの推進」「子どもと大人がともに学ぶ

生涯学習の充実」「新たな学校施設への取り組みと子育て環境の充実」を教育施策の３つ

の柱に位置づけ、各種事業を進めていきます。 

 

２ 点検・評価の位置づけ 

  海老名市教育委員会は、海老名市教育大綱に位置付けられた施策・事業を対象として、

透明性や客観性を確保するための外部評価を含めた行政評価（事務事業評価）を行い、

効果的・効率的な行政の推進に資するとともに、市民の皆様への説明責任を果たすため、

その内容をホームページ等でお知らせしてまいりました。 

  こうした中、平成１９年６月の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正

（平成２０年４月施行）により、教育委員会は、毎年、その教育行政事務の執行状況に

ついて点検・評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに

公表しなければならないとされました。 

  このことから、海老名市教育委員会では法の趣旨に則り、教育委員会自らが、教育行

政の取り組みに対する自己点検・評価を行い、報告書としてまとめ公表してまいります。 

 

３ 点検・評価の対象 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３の規定により策定した「海老名

市教育大綱」に掲げられている、教育施策の３つの柱として位置付けた１５事業（１９

項目）を点検・評価の対象としました。 

（巻末「点検・評価対象事業一覧」参照） 
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４ 点検・評価の方法 

(１) 点検・評価にあたっては、各事業について、その目的や令和２年度の実績内容等

を示し、その結果及び課題・今後の方向性を踏まえて、所管課としての評価を記載

しました。 

(２) 点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する方々等のご意

見をお聞きする機会を設け、様々なご意見、ご助言をいただきました。 

(３) 上記を踏まえて、各事業について、教育委員会としての評価を記載しました。 

  

※ 海老名市の教育理念である「ひびきあう教育」の推進並びにその具体的な方策

である「えびなっ子しあわせプラン」の実現に向けて、教育関係者、学識経験者

等の方々から広く意見を聴き、教育行政に反映させるために設置した海老名市え

びなっ子しあわせ懇談会委員の皆様にご意見をいただきました。 

 

 

＜海老名市えびなっ子しあわせ懇談会委員＞ 

                             （五十音順、敬称略） 

委 員 備   考 

小田島 恵子  元海老名市立中学校ＰＴＡ会長 

掛川 忠良  学識経験者 

高村 恵  元海老名市立中学校長 

武井 哲也  元海老名市立中学校ＰＴＡ会長 

横田 淳子  元海老名市立小学校教頭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
各事業について、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」の３段階での評価を行い、あわせて、課題や今

後の方向性を踏まえた上で、コメントを記載します。 

さらに、進捗状況についても評価を行い、次年度への取組に対して拡大・継続・縮

小等により方向性を示します。 

また、それらを踏まえた上で、教育委員会としての総合的な評価を記載します。 

 

なお、３段階の評価の目安及び今後の方向性については以下のとおりです。 

 （評価の目安） 

  Ａ ・・・ 目的・計画を上回る成果が表れている。 

  Ｂ ・・・ 目的・計画どおりの成果が表れている。 

  Ｃ ・・・ 目的・計画した成果が表れていない。 

各事業の評価について 
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５ 各種教育計画のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えびな未来創造プラン2020・・・行政を運営するための最上位計画 

海老名市教育大綱・・・・・・・地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 

１条の３の規定により策定した、海老名市の 

教育、学術及び文化芸術に関する総合的な施 

策の大綱 

えびなっ子しあわせプラン・・・家庭・学校・地域・行政が力を合わせて取り 

組む教育計画 

学校施設再整備計画・・・・・・公共施設再編（適正化）計画の分野別計画 

社会教育計画・・・・・・・・・教育大綱に掲げる「子どもと大人がともに成 

長する社会」の構築を基本目標とする計画 

各種事業 

教育振興基本

計画（国） 

即する 
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６ 点検・評価調書のみかた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①・・・ 「海老名市教育大綱」に掲げる教育施策の３つの柱における位置づけを示しています。 

②・・・ 点検・評価を行う事業名及び事業目的を示しています。 

③・・・ 「海老名市教育大綱」に基づいて実施した事業について、市の総合計画である「えびな未来創造

プラン 2020」における位置付けを示しています。 

④・・・ 令和２年度に実施した事業の具体的な取組内容を記載しています。 

※「海老名市教育大綱」及び「えびな未来創造プラン」は巻末資料参照。 

所管課

目指す
姿

今後の
方針

教育施策の３つの柱 新たな学校施設への取組と子育て環境の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名 放課後児童クラブ（学童保育）の充実 学び支援課

目的
　学童保育クラブの「質」及び「定員」の充実を図ることで、子どもたちに安全に放課
後を過ごすことができる場を提供し、保護者が安心して子どもをあずけることができる
環境を整備します。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑬　学童保育のニーズは、今後も増加が見込まれるため、受け入れ先の確保ができるよ
う支援を行っています。

〇　ニーズに応じた学童保育の確保や安定的な運営のための支援を図ります。

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　補助金の交付
　　海老名市児童健全育成事業補助金により、例年行っている運営費の補助に加え、新型コロナ
　ウイルス対策費用についても補助金を交付しました。
　　＜令和２年度実績＞
　  　学童保育団体補助　55団体　346,638,720円（運営費補助）
　　　　　　　　　　　　　　　　117,597,503円（コロナ対策補助）
　　　　　　　　　　　　　合計　464,236,223円

２　定員確保に向けた取り組み
　　保護者へのアンケートや、事業所への聞き取りにより、次年度の利用者数を予測し、定員の
　不足が予想される学区には、学童事業者と協力し、クラブを新設するための取り組みを行いま
　した。
　　その結果、定員の不足が予想された学区に、令和３年４月から３支援単位が新たに開所され
　ました。

３　学童保育事業者への運営支援委託事業
　　社会保険労務士と委託契約を締結し、法人化した事業者が適切な労務管理等の法令遵守のた
　め、相談業務及び研修業務等を行いました。相談業務では、個々の学童保育クラブの労務管理
　上の課題や疑問点について、解決策を提示しました。
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⑤・・・ 令和２年度に実施した事業の取組内容に対する担当部課の評価を記載しています。 

⑥・・・ 担当部課評価を踏まえた、外部知見（えびなっ子しあわせ懇談会）による評価を記載しています。 

⑦・・・ 担当部課及び外部知見の評価を踏まえた、教育委員会による総括評価を記載しています。 

⑧・・・ 事業に対する評価を踏まえた改善策を示した上で、次年度に実施する取組について記載しています。 

 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課

　学童保育事業者に対する財政面や運営面の支援を行うことで、学童保
育環境の向上を図ることができたことにより、学童保育クラブの「質」
の充実につなげることができたと考えます。新型コロナウイルス感染症
の対策についても、安全な保育環境を提供できるように国・県の補助金
を活用しながら、引き続き支援を行ってまいります。
　また、定員の確保については、アンケートや聞き取りを行った結果を
踏まえ取り組みを進めたことで、学童保育クラブの新設につながったこ
とから、一定の「定員」の充実を図ることができました。しかし、今後
の状況を踏まえると、依然として学童保育クラブの定員不足が見込まれ
ていることから、引き続き学区ごとの児童数や利用希望者数の推移を注
視しながら取り組みを進めてまいります。

今後の方向性

評価

Ｂ 現状継続

外部知見

　学童保育は、子どもの安全を守り、健全に育成するために必要な支援
を行う場であり、共働きの家庭が増えている昨今、そのニーズは高まっ
ています。また、コロナ禍において、学校が閉鎖している期間も、学童
保育クラブは仕事に行かざるを得ない家庭にとって必要不可欠な存在で
した。そのような中、通常の補助金に加え、新型コロナウイルス感染症
対策費用に対する補助金を交付したことで、学童保育クラブが安全・安
心を確保しながら運営することができたと考えます。
　今後も、補助金の交付や学童保育事業者への運営支援、定員の確保
等、事業を継続し、より充実した環境になるよう支援するとともに、事
業者だけでなく利用している保護者からの聞き取りも丁寧に行い、より
有効な支援が図られることを期待します。また、労務管理等法令遵守の
ためだけでなく、子どもたちの「学び」も踏まえた事業者及び従事者の
研修を検討し、学童保育クラブの質の向上が図られるよう望みます。

今後の方向性

評価

Ｂ 現状継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　近年の働き方の変化などによる共働き世帯の増加、また、昨年の新型コロナウイルス感染症が拡大に
伴う学校の臨時休業期間中においては、エッセンシャルワーカーなどの真に学童保育クラブを必要とす
る保護者からの要請に応え続けたことより、社会的インフラとして学童保育クラブの重要性が認知され
ました。
　このような背景を踏まえつつ、学童保育クラブへの補助金については、国・県の動向も注視して、本
市の実情に合った支援を海老名市学童保育連絡協議会とも協議してまいります。
　各学童保育クラブの安定した運営を行うため、補助金交付時の提出資料や年に１度行う点検事業にお
いて、条例及び要綱に適した運営となっているかの確認を継続しつつ、保育の質の向上のため、アレル
ギーや人権等に関する研修の積極的な受講を各学童保育クラブに促し、スキルアップを図ります。
　また、利用希望アンケートの対象年齢を年少まで広げることにより、将来的な学童保育クラブの需要
見込みを察知し、適切な施設数の確保に取り組むとともに、引き続き、学童保育クラブを必要としてい
る保護者に安心して利用いただけるよう努めてまいります。

教育委員会

　学童保育クラブは、共働き世帯が増えている昨今、子どもたちの放課
後の生活や学びの場としての機能を有しており、放課後に児童が安心し
て過ごせる場所であることから需要が高まっています。そのような中で
コロナ禍となり、学校が臨時休業となりましたが、全ての学童保育クラ
ブが開所したことで助かった保護者は多かったと推察します。備品の援
助や補助金の交付等により、学童保育クラブの質の充実が図られたこと
は評価できます。
　補助金の交付を受けた事業所については、適切な運営が行われている
か、経理状況や労務管理の状況などを確認していくことが今後必要であ
ると考えます。
　利用者へのアンケート等も引き続き実施することで、地域の需要に
あった施設数を確保し、同時に、運営の質の向上が図られる取組を推進
されるよう望みます。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 現状継続
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 点検・評価 
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点検・評価の対象施策・事業 

 

 

〇「えびなっ子しあわせプラン」の推進 

 

① 新しい授業スタイルの確立による学力の向上・・・・・ 教育支援課 

② カリキュラム・マネジメントの確立・・・・・・・・・ 教育支援課 

③ 小中一貫教育、コミュニティ・スクールの推進・・・・ 教育支援課 

                              学び支援課 

④ 英語教育及び国際理解の推進・・・・・・・・・・・・ 教育支援課 

⑤ 学校ＩＣＴの環境整備と活用・・・・・・・・・・・・ 教育支援課 

 

 

〇子どもと大人がともに学ぶ生涯学習の充実 

① 子ども・学校支援事業の実践・・・・・・・・・・・・ 学び支援課 

② 子どもと大人がともに学ぶ社会教育計画の再構築・・・ 学び支援課 

③ 生涯学習講座の充実・・・・・・・・・・・・・・・・ 学び支援課 

④ 「ひろがる・つながる・みんなの図書館」への進化・・ 学び支援課 

⑤ 相模国分寺跡等、文化財の積極的な活用・・・・・・・ 教育総務課 

 

 

〇新たな学校施設への取組と子育て環境の充実 

① 「持続可能」で「夢」のある学校施設整備・・・・・・ 教育総務課 

                              就学支援課 
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② 健康・安全安心のための環境整備・・・・・・・・・・ 教育総務課 

                              就学支援課 

③ 学校給食の方向性の検討・・・・・・・・・・・・・・ 就学支援課 

④ 義務教育に係る公費負担のあり方の検討・・・・・・・ 就学支援課 

                              教育支援課 

⑤ 放課後児童クラブ（学童保育）の充実・・・・・・・・ 学び支援課 
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　研修の実施状況
　 　「えびなっ子しあわせプラン推進委員会」の開催（年間３回）
　 　ひびきあう教育を全小中学校にて実施
　　　・ひびきあう教育研究委託校数
　　　　…３校（海老名小・東柏ケ谷小・有馬中）
　 　「授業改善実践推進委員会」の開催
　　　・授業実践事例の作成…47例（右図）
　 　よりよい授業づくりのための学校訪問（指導主事）
　　　…５校（小学校４校、中学校１校）
　 　よりよい授業づくりのための学校訪問【特別版】
　　　…２校（大谷小、有馬中）
　 　よりよい授業づくりのための指導主事研修会（１回）
　 　校内研究授業および校内研修を全小中学校で実施
　　　・校内研究支援のための指導主事派遣…25回

２　支援体制の整備
　 　研究活動委託
　　　・小学校…県央地区教育課程研究会での提案授業実施・まとめ
　　　　　　　　神奈川県小学校理科教育研究大会に係る授業実施・まとめ
　　　・中学校…教科指導に係る映像教材、デジタル教科書の整備
　　　・学校図書館協議会…読書感想文・読書感想画の集約・応募作品の選出
　　　　　　　　　　　　　児童・生徒作品を全国コンクールに応募
　 　ボランティアの活用
　　　　・希望校に学習支援ボランティアを派遣…延べ72名

３　特色ある学校運営
　 　授業改善研究
　　　・ＩＣＴ環境を整備し、個別最適化された教育の推進をすすめ
　　　　ました。
　　　・外国語教育研修会を通して、授業改善を推進しました。
　　　・校内研修で講師を招き、授業技術の改善・向上を図りました。
　 　ひびきあう教育委託
　　　・委託料を配分。学校長裁量による柔軟な活用と学校運営の
　　　　個性化を図りました。
　 　特色ある取組
　　　・申請校のうち14校に取り組みへの加算額を配分。特色ある
　　　　学校づくりの推進。（右図）

教育施策の３つの柱 「えびなっ子しあわせプラン」の推進

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名 新しい授業スタイルの確立による学力の向上 教育支援課

目的
　えびなっ子の「学力」「集団力」「健康安全力」の向上をめざし、よりよい授
業を実践するために、海老名市の教職員全員で、主体的・対話的で深い学びの実
現にむけた研修に取り組み、授業を改善します。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑤　教職員の主体的な研究活動を支援するとともに、教職員に対する効果的な研
修を実施することにより、教育指導・支援の充実が図れています。

〇　教員の専門性や指導力を高めるとともに、多様化する教育課題などに対応す
るため、効果的な研修体制や支援体制を整えます。
〇　教職員の自主性と質の向上及び各校の特色ある学校運営等を実践するための
補助を行います。
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現状継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　「授業・教育課程・学校体制のあり方の研究・実践」に取り組んだ第１期、第２期を踏まえ、
第３期では、それを継続するとともに、海老名市の子どもたちひとりひとりの学びを保障するべ
く、「多様性」をキーワードに、３つの重点に取り組みます。その中で、「多様な学びの場と指
導・支援方法の実践」、そのための「多様な支援体制と学校体制のあり方の研究」を行っていき
ます。授業づくりについては、ICTの活用も含めて、「主体的・対話的で深い学び」を追求して
授業を工夫改善する機運を高めるための取組をさらに協議、決定、発信してまいります。

教育委員会

　コロナ禍においても、よりよい授業づくりのために、小中学校で
授業力改善に取り組み、授業実践事例が作成できたことは、教職員
の指導力向上につながる良い取組であると評価します。
　通常通りの学校運営が難しい社会環境下においても、子どもたち
は成長します。また、社会環境は今後も変化していくことが予想さ
れます。そのような中において、教職員の研修を充実させ、授業改
善への取組を続けることは、多様化する教育現場への対応力を強化
するために必要なものであると考えます。また、教職員の自主性と
指導力の向上という観点からも、校内研究等の果たす役割は大きい
ため、今後も各学校の特色ある研究の充実を望みます。
　さらに、学校のＩＣＴ化やデジタル教科書の導入等の社会情勢の
変化に教職員が対応できるよう、きめ細やかな指導体制が図られる
ような効果的な事業運営を期待します。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 現状継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課
　「第２期えびなっ子しあわせプラン」のまとめの年度として、３
つの力（「学力」「集団力」「健康安全力」）の向上を目指し、主
体的・対話的で深い学びの実現に向けて、概ね計画通り事業に取り
組むことができました。新型コロナウイルス感染症の影響により、
計画を変更・中止したものもありましたが、えびなっ子の学びを保
障する内容に随時変更するなど臨機応変に対応できたこと、市内小
中学校においてカリキュラムの見直し、精選を行い、児童生徒のよ
りよい学びを保障するための授業のあり方を検討及び改善したこ
と、校内研究や市内研究会において、新しい時代に求められる資
質・能力を育成するために授業研究を通して授業改善に取り組んだ
ことなどは、「えびなっ子しあわせプランの推進」の大きな前進に
つながったと考えます。

今後の方向性

評価

Ｂ 現状継続

外部知見
　コロナ禍においても、えびなっ子の「学力」「集団力」「健康安
全力」の向上を図るため、教育委員会や学校現場で研究を深め、授
業実践例の作成や校内研修会の実施等を通し、授業改善に取り組ま
れたことは評価できます。これらの取組により教職員同士が連携を
持ち、情報を共有することで、多様化する教育現場の諸課題に対し
ても柔軟に対応できるようになると考えます。
　えびなっ子しあわせプランに掲げる３つの力の向上のためには、
「自分のことばで話すことができる。」「ほかの人の話を聞くこと
ができる。」「自他の考えや思い等の違いに気づくことができ
る。」という力を児童生徒に身につけさせることが必要ですので、
引き続き効果的な研修や教職員の主体的な研究活動ができるよう、
事業の継続を望みます。

今後の方向性

評価

Ｂ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

〇　特色ある教育課程の編成
１　新型コロナウイルス感染症対応下での教育課程編成
　　「学校の新しい生活様式」ガイドラインを作成、各校に共有した。
　　各校においては、時数確保・学習内容の精選・行事の実施方法など、教職員
　全体で話し合い、教育課程を編成した。

　 　各校での実践例
　　　・技能４教科を削減し、主要教科の時数確保を行った。
　　　・週あたり授業時数を増やした（50分授業→45分授業へ）※中学校
　　　・地域の感染レベルに応じて学習活動の幅をコントロールした。
　　　・文科省等から出されている学習の工夫の資料を参考にした。
　　　・話し合い活動はそれぞれの考えをタブレットで示し、共有できる
　　　　ようにした。
　　　・校外学習は、オンライン等で代用した。
　　　・登校時、昇降口での密を避けるために、１０分間隔での登校時間
　　　　を設定した。
　　　・朝休み等を５分間短縮して、手洗い等の時間を確保した。
　 　学校行事についての実践例
　　　・運動会体育祭…競技種目の精選、実施時間、実施曜日の変更等。
　　　　二部制。
　　　・授業参観は複数日程に分散して実施。
　　　・全校朝会は録画したものを各クラスで視聴する形で実施。
　　　・修学旅行・野外教育活動は、活動内容の精選、宿泊先再検討。
　　　　密にならないような部屋数配置、バス増便等。

２　特色ある教育課程編成の実践
　　カリキュラム検討委員会…職員全体で協議（有鹿小学校の事例）
　　第１回カリキュラム検討会（11月４日）
　　　…職員全員で学校教育目標についてグループ協議「有鹿の子どもの強みと課
        題、目指す子ども像」
    第２回カリキュラム検討会（12月16日）
　　　…職員全員で総合的な学習の時間について研修、グループ協議「学校・地
        域の特性を生かした総合的な学習の時間の具体的な取組内容」

教育施策の３つの柱 「えびなっ子しあわせプラン」の推進

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名 カリキュラム・マネジメントの確立 教育支援課

目的
　校長のリーダーシップのもと、子どもの実態と地域の特性をふまえ、保護者
や地域の意見を取り入れながら学校全体で話し合って教育課程を編成します。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑤　教職員の主体的な研究活動を支援するとともに、教職員に対する効果的な
研修を実施することにより、教育指導・支援の充実が図られています。
⑦　「小学校・中学校のつながり」「地域・学校のつながり」が充実し、子ど
もの豊かな「学び」「育ち」が図られています。

〇　教員の専門性や指導力を高めるとともに、多様化する教育課題などに対応
するため、効果的な研修体制や支援体制を整えます。
〇　教職員の自主性と質の向上及び各校の特色ある学校運営等を実践するため
の補助を行います。
〇　各学校・地域の特色を活かして、小中一貫教育や海老名型コミュニティ・
スクールを推進します。
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見直し継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　各校の校長のリーダーシップのもと、教職員全体で話し合って、コロナ禍の教育課程編成や
各行事等の運営を進めることができました。その中で、教職員全体で次年度の学校教育目標・
グランドデザインについての話し合いの場を計画的に持ち、そこで教職員全員が自校のおかれ
ている現状・課題に真剣に向き合い、自分たちが学校経営に参画している意識を持つことがで
きた小学校の事例については、全小中学校で参考にしてもらえるよう情報共有に努めてまいり
ます。また、教職員全体で話し合った教育課程について、どのようにして保護者や地域に説明
し、共通理解を持つことができるかという点についても、今後の課題として、研究してまいり
ます。
　第３期えびなっ子しあわせプランにおいては、引き続き「カリキュラムマネジメントの確
立」を３つの重点施策のひとつに掲げております。「特色ある学校づくり推進委員会」の中で
各校が特色ある教育活動を話し合い、実践していくことで、家庭・地域と連携協働した学校運
営を進めてまいります。

教育委員会

　学校の臨時休業やその後の分散登校、毎日の消毒作業、夏休み
の短縮等、様々な面で大きな変化にさらされた一年である中で、
教職員全体で話し合いを実施し、よりよい学びを保障することが
できたことは高く評価できます。
　各学校でそれぞれの課題を明確化し、教職員全体で目指すビ
ジョンを統一することはとても重要であり、本事業によって教職
員間での共通理解が図られたことで、意識改革の一助となったと
考えます。また、日課の変更・行事の見直しや学習内容の精選等
により教育課程編成のスリム化が図られたことで、働き方改革に
つながるポイントも見えてきたと考えます。
　特に、カリキュラムマネジメント検討委員会のような取組が校
長のリーダーシップのもと各学校で実施されることを期待すると
ともに、今後は、保護者との合意形成や事例の公表など、本事業
を積極的に発信されることを望みます。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 見直し継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課
　カリキュラム・マネジメントの確立に向けた各校の実践例とし
て、新型コロナウイルス感染症対策をしながらの授業時数確保の
工夫や、話し合い活動におけるタブレットの活用など、各校が特
色を持った活動を行うことで、現在の社会状況や子どもたちの実
態を踏まえた教育課程の編成ができたと考えます。
　また、コロナ禍でも、市内全小中学校において教職員全体で話
し合いを実施し、カリキュラムの見直し、精選を行い、児童生徒
のよりよい学びを保障する授業改善が推進できたことは、施策の
前進につながっていると評価します。
　コロナ禍であることから保護者・地域の声を聞くことが課題だ
と考えるため、今後は学校・保護者・地域の連携を強化し、事業
を推進してまいります。

今後の方向性

評価

Ｂ 見直し継続

外部知見
　感染症対策をしながらの授業時数確保の工夫や、話し合い活動
におけるタブレットの活用など、各校が特色を持った活動を行う
ことで、現在の社会状況や子どもたちの実態を踏まえた教育課程
の編成ができたことは高く評価できます。各学校の状況をふまえ
た上で、校長がリーダーシップをとり方向性を示すことは、学校
運営をしていくにあたりとても大事なことですので、そのような
中で話し合いをきちんと実施し、カリキュラムの見直し・精選を
行うことで、児童生徒の学びの保障につながると考えます。
　新しい生活様式が今後普通になっていくことが予想されるの
で、時代に合わせた対応ができるよう引き続き取り組みを継続す
るとともに、保護者や地域の方々と連携を図りながら、特色ある
教育課程の編成が推進されることを期待します。

今後の方向性

評価

Ｂ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　小中一貫教育
　　新型コロナウイルス感染症対策のため、例年行っている交流を行う活動は中止となりま
　したが、小学校から中学校に進学する児童生徒の支援を充実させるため、小中学校教職員
　間の連携を密に行うことができました。

２　地域との連携
　 　学校運営協議会
　　　下記のとおり開催しました。

　　　新型コロナウイルスの影響のため、学校運営協議会の開催回数が減少しました。
　　「学校運営方針について」「目指す子どもの姿」など教育の柱となる内容や「安全
　　について」「地域活動について」など具体的な改善を図る内容、各学校・地域の必
　　要に応じた内容などについての協議を行いました。特に令和２年度は、新型コロナ
　　ウイルス感染症対策について話し合う学校が多く見
　　受けられました。

　 　コミュニティスクール連絡会
　　　コミュニティ・スクール、学校運営協議会の推進
　　のために、講師を迎えて、市内の学校運営協議会委
　　員の勉強会と情報交換を行いました。参加者は21名
　　でした。

教育施策の３つの柱 「えびなっ子しあわせプラン」の推進

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名
小中一貫教育、コミュニティ・スクールの推進
（教育支援課所管部分）

教育支援課

目的
　新たな学校体制づくりとして導入した小中一貫教育とコミュニティ・スクール
の充実を図り、えびなっ子の成長を保護者、地域の方々、教職員がともに支える
学校づくりに取り組みます。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑦　「小学校・中学校のつながり」「地域・学校のつながり」が充実し、子ども
の豊かな「学び」「育ち」が図られています。
⑨　学校は、乳幼児から高齢者まで集い、学ぶことのできる、地域コミュニティ
の拠点施設となっています。

〇　各学校・地域の特色を活かして、小中一貫教育や海老名型コミュニティ・ス
クールを推進します。
〇　学校施設の整備にあたっては、人口動向や社会情勢等を的確に見極め、統廃
合、複合化、多機能化等に取り組みます。

▲コミュニティスクール連絡会の開催要項
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現状継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　感染症対策を講じた教育活動は今後も求められると考えます。家庭や地域の理解、協力が必須
ですので、今後もより一層家庭・地域と連携・協働した学校運営を進めてまいります。そのため
に、感染症対策として、教職員間の交流活動等を、ICT機器を活用したオンライン開催とする
等、取組みを工夫することで、互いのつながりを大切にしながら連携を強化するとともに、各地
区の効果的な取組みを共有化できるよう一層の周知活動を行ってまいります。

教育委員会

　コロナ禍のために小中一貫教育は限定的な実施となったが、人
的交流が抑制された中でも教職員間の連携が密に行えたこと、コ
ミュニティ・スクールや学校運営協議会の取組が継続できたこと
は評価できます。
　気候変動やコロナ禍など想定しない事象が起こる中、今まで以
上に学校、家庭、地域の連携が求められます。学校運営協議会が
今後果たすべき役割は大きいと考えますので、話し合いの充実を
図り、対面での実施が難しい状況であればオンライン形式での実
施も検討してください。
　また、多くの住民に関心を持っていただくことで、より充実し
た地域コミュニティへとつながっていくことになると考えるた
め、今以上に周知活動が行われることを望みます。
　今後の活動の継続と事業内容の充実を期待します。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 現状継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課

　例年行っている小中一貫教育につながる小学校と中学校の交流
活動は、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止すること
となったが、小中学校教職員同士の連携は継続させることがで
き、小学校から中学校に進学する児童生徒のきめ細かい支援につ
なげることができました。
　学校運営協議会は、新型コロナウイルス感染症のため、実施回
数を減らして開催しましたが、コロナ禍における学校運営につい
て等、現在直面している課題に地域を含めどう取り組んでいくか
協議することができました。
　また、３月にコミュニティスクール連絡会を開催し、模擬熟議
等を通して、学校と地域との望ましい協力体制の在り方について
模索しました。当連絡会の内容は、次年度以降の各学校で開催さ
れる学校運営協議会に活かすことができるものと期待していま
す。
　コロナ禍だからこそ、保護者・地域・学校の連携を密にし、よ
り一層結束を強めることができたと評価します。

今後の方向性

評価

Ｂ 現状継続

外部知見

　子どもたちの学校生活を考えると、小中学校のつながりを持つ
ことや教職員同士で連携をとり情報を共有していくことはとても
重要なことであり、コロナ禍においてもその取組を継続し、保護
者・地域・学校の連携が図れたことは評価できます。
　特に、小中一貫教育は、小学校から中学校への接続をスムーズ
に行うことができ、「中一ギャップ」や不登校の減少につながる
取組であり、意義深いものであると考えます。
　今後も地域の中心的なコミュニティとなるような取組を推進す
るとともに、コロナ禍における学校と地域との望ましい協力体制
のあり方についても検討されることを望みます。また、学校運営
協議会と学校応援団の関係が理解しにくい部分があるため、学校
応援団の研修会で市内のコミュニティ・スクールの事例を取り上
げるなど、周知活動を工夫するよう望みます。

今後の方向性

評価

Ｂ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　家庭教育学級の実施
　　新型コロナウイルス感染症の拡大により、例年４月に実施していた家庭教育学級運営研修
　会を、９月の実施に変更しました。
　　また、実施方法についても、感染拡大防止の観点から、対面による講座の実施を見送る学
　校・幼稚園が多かったものの、発信型（資料配付）による実施方法の変更などにより、小学
　校８校、中学校４校、幼稚園３園で家庭教育学級を実施することができました。

２　実施講座について
　　コロナ禍で実施を見送る幼稚園や学校もありました
　が、感染対策を取りながら実施した対面講座、「発信
　型」（資料配付）で実施した講座ともに、特に興味関
　心が高かったのは「免疫力アップ」がキーワードとな
　っている講座で、この時期に合ったテーマで知りたい
　内容だったという声が多く、参加者からも好評でした。

教育施策の３つの柱 「えびなっ子しあわせプラン」の推進

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名
小中一貫教育、コミュニティ・スクールの推進
（学び支援課所管部分）

学び支援課

目的
　新たな学校体制づくりとして導入した小中一貫教育とコミュニティ・スクール
の充実を図り、えびなっ子の成長を保護者、地域の方々、教職員がともに支える
学校づくりに取り組みます。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑦　「小学校・中学校のつながり」「地域・学校のつながり」が充実し、子ども
　の豊かな「学び」「育ち」が図られています。
⑨　学校は、乳幼児から高齢者まで集い、学ぶことのできる、地域コミュニティ
　の拠点施設となっています。

〇　各学校・地域の特色を活かして、小中一貫教育や海老名型コミュニティ・ス
　クールを推進します。
〇　学校施設の整備にあたっては、人口動向や社会情勢等を的確に見極め、統廃
　合、複合化、多機能化等に取り組みます。

(２)　対面で実施した講座

学校名等 月  日 テーマ 講  師 参加者数

前半21名

後半34名

にっしん幼稚園 10月30日（火） 海老名の今 ～狙われている子どもたち～
海老名警察署 生活安全課少年課
　　　　　　　　　　山本　孝道巡査部長

13名

今泉中学校 11月5日（木）
香りでウィルス対策！
アロマテラピーで免疫力をアップしよう！

女性のためのマナビバ主宰　松本　ちあき 26名

上星小学校 11月30日（木） 海老名発祥！バラのアクセサリー　ロザフィ！ 日本ロザフィ協会認定講師　坪木　初実 13名

海老名みなみ幼稚園 12月4日（金） 友だちつくろう ワイワイ楽しく井戸端会議 海老名みなみ幼稚園園長　米山　敏子 11名

海西中学校 12月14日（月）
コロナ時代のメンタルケア
～イライラ対処法アンガーマネジメント～

日本アンガーマネジメント協会
ｱﾝｶﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ 成瀬　由紀子

20名

9月15日（火） 有鹿小学校教諭　森　淳平有鹿小学校 今後も役立つ！初心者向けZOOM講習会

(１)　発信型（資料配付）で実施した講座

学校名等 月  日 テーマ 講  師

有馬小学校 11月24日（火）

柏ケ谷小学校 12月3日(木）

柏ケ谷中学校 12月25日(金）

東柏ケ谷小学校 11月30日（月） 免疫力をアップする一人でできる「ツボ」 ルピナス鍼灸院 院長 鍼灸師 日置江　裕子

杉久保小学校 12月7日（月） 免疫力をアップする食材やメニュー 食の創造館・栄養教諭　福島　陽子

大谷中学校 12月11日（金） 免疫力を高めるセルフリンパケア
ピラティスインストラクター
リンパネオテクター　山田　由利

大谷小学校 12月17日(木） コロナ禍でのメンタルケア 保健師　亀田　敦子

海老名みなみ幼稚園 12月18日（金）
免疫力をアップする「24時間の生活養生」
～夜型から朝型へ～

おうち食医主宰
国際中医・国際中医薬膳師　萌木　のり子

さくらい幼稚園 12月18日（金）
コロナに負けない心と身体
～中医学的な朝型生活のススメ～

おうち食医主宰
国際中医・国際中医薬膳師　萌木　のり子

門沢橋小学校 1月13日（水） 誰でも簡単！ヨガで免疫力アップ！ ヨガインストラクター　だくみ（三瓶久美）

免疫力をアップする食材やメニュー 栄養士 杉田　夏美

▲講座の様子
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見直し継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、対面形式での講座の実施は当分の間は難しいと考
えるが、次年度から、ＰＴＡが主体的に取り組んでいただけるような仕組みに変更し、講座内
容についてもＰＴＡの担当者と連携し、感染症に関することやＩＣＴなど社会状況や学校での
話題に合わせた内容となるよう調整してまいります。
　また、地域からの参加者が増えるような広報活動を実施するとともに、地域のつながりが感
じられるよう、再度、学校や地域を取り込んだ実施方法について、また、その手法について模
索しながら家庭教育学級のあり方やその位置付けを研究し、実施してまいります。

教育委員会

　対面型講座の開催が困難である中、折々の社会状況に合わせて内
容が工夫されており、発信型により実施するなど家庭教育学級が継
続されていることは評価できます。しかし、参加者が少ないことや
固定化されていることなどは以前から課題となっており、今までの
あり方で良いのか一考を要する時期が来ていると考えます。また、
有意義な講座もある一方で、学校の教育活動が制限される中におい
てまで学校で開講する意義があったのか疑問が残る講座もありま
す。
　今後も対面形式での講座開催は難しい状況が続くと考えられるた
め、実施方法を工夫して事業を展開してください。また、講座内容
についても、「えびなっ子の成長を保護者、地域の方々、教職員が
ともに支える学校づくりに取り組む」という観点から見直しを検討
されるよう望みます。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 見直し継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、実施を見送る学校、幼
稚園が多かったことから、昨年度より対面講座の参加者は減少しま
したが、発信型（資料提供）という新しい形態で実施をしたことに
より、結果として多くの方々に講座内容の提供をすることができま
した。
　また、今年度はコロナ禍で、参加者の方々による交流が少なくな
り、本来の家庭教育の目的のひとつである地域コミュニティの醸成
の場としての役割を担うことができませんでしたが、そのような状
況下においても、「免疫力」や「ZOOM」など、タイムリーなテーマ
の情報を発信し、参加者の知りたいことを提供することができたこ
とは、家庭教育学級の目的に対し、一定以上の効果を得られたと考
えます。
　収束がみえないコロナ禍の中、感染防止対策を講じた上での実施
方法やあり方を模索しながら、今後も学校と地域が更につながるこ
とができるようなコミュニティ・スクールの充実を図ってまいりま
す。

今後の方向性

評価

Ｂ 見直し継続

外部知見

　研修や講座が制限され、対面形式での講座が減少した中、発信方
法を模索し、発信型（資料配布）として実施し、より多くの家庭に
情報提供ができたことは大きな成果であると評価します。参加者以
外に講座内容をどう伝えるかが長年課題となっていたため、その観
点からも取組を一歩前に進めることができたと考えます。
　しかし、そもそも家庭教育学級及び実施講座については例年参加
人数が少なく、ＰＴＡの役員が対応するような実態があり、課題と
なっています。特に、地域のつながりという観点から考えると、現
状ではその効果は薄いのではないかと感じますので、それらの点に
ついて検証し、改善を図る必要があると考えます。
　保護者や地域の関りの場としてどのように取り組んでいくのかを
検討し、保護者・地域・学校がいままで以上につながりを持てるよ
うな活動を推進されることを期待します。

今後の方向性

評価

Ｂ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　外国人指導助手（ＡＬＴ）の活用
　 　小中学校の外国語科・外国語活動の授業への配置
　　　ＡＬＴを、一年を通じて小学校に10名、中学校に３名配置しました。

　 　臨時休業期間中の応援動画配信
　　　新型コロナウイルス感染症による臨時休業期間中、ＡＬＴから市内の児童生徒への
　　応援メッセージを動画で配信しました。

　 　市内教職員に向けた研修動画作成
　　　市小学校教職員に向けて、「単元を見通した授業づくり」というテーマで、ＡＬＴ
　　が参加して、外国語教育についての研修動画を作成し、配信しました。

２　オリンピック・パラリンピック教育の推進
　 　トップアスリートのスポーツ教室
　　　運動好きな子どもたちを育むため、トップアスリートを小学校に派遣しました。子
　　どもたちが一緒に運動したり、運動をすることのすばらしさを聞いたりすることによ
　　り、運動に興味をもち、積極的に運動するきっかけとなりました。

　 　かながわオリンピック・パラリンピック教育学習教材の活用
　　　子どもたちがスポーツへの関心を高め、「する、みる、支える、知る」などのスポ
　　ーツとの多様な関わり方を楽しめるようになることや、多様な国や地域の文化の理解
　　を通じて、多様性の尊重や国際平和に寄与する態度を身に付けることを推進しました。

教育施策の３つの柱 「えびなっ子しあわせプラン」の推進

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名 英語教育及び国際理解の推進 教育支援課

目的
　これからの海老名市の英語教育の進め方を検討・協議するとともに、ラグビー
ワールドカップや東京オリンピック・パラリンピック開催を契機に国際理解を深
めてまいります。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑥　児童生徒の英語による自己表現力や、コミュニケーション力を伸ばし、グ
ローバル化に対応できる人材を育成しています。

〇　ネイティブな英語に慣れ親しむとともに、コミュニケーション能力の向上に
向けて、外国人英語指導講師による教育支援を充実し、英語教育を推進します。

▲市内教職員に向けた研修動画 ▲トップアスリートのスポーツ教室
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現状継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　外国語教育については、ＡＬＴの継続的な派遣とともに、「第２期海老名市外国語教育実施計
画」に基づき、３年間の計画の締めくくりとしてその実施状況と成果・課題を明確にし、「第３
期海老名市外国語教育実施計画」を策定する準備を進めてまいります。
　残念ながら令和３年度に予定されていた東京2020オリンピック・パラリンピック学校連携観戦
の機会は失われたが、引き続き、児童生徒がスポーツを通して国際理解を深め、多様な文化への
関心を高められるよう、国や県からの教材の提供等を行い、事業を推進してまいります。

教育委員会

　低学年からの外国語の授業は、グローバルな考え方や国際理解を
深める上で重要であり、ＡＬＴを年間通して小中学校に配置し英語
教育を推進されたことは評価できます。この取組により、英語教育
及び国際理解について、市として学びの方向性が定着してきている
と考えます。小学校での英語教育の充実は、中学校における学習の
素地を作っているものであり、また、授業における学習面だけでな
く、学校生活におけるコミュニケーション面でも、ＡＬＴの存在は
子どもたちの英語力を伸ばす助けになるため、１校に１人ＡＬＴが
配置されることを望みます。
　オリンピック・パラリンピック教育は、社会情勢もあり難しい
テーマとなりましたが、多様な文化の理解やＳＤＧｓの理解にもつ
ながる重要な取組であることから、同様の事業が今後も引き続き実
施されることを望みます。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 現状継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課

　小中学校にＡＬＴを配置することによって、児童生徒が生の英語
や異文化に触れる機会を提供することができ、国際理解やコミュニ
ケーション能力の向上を図ることができました。また、臨時休業期
間中、自宅にいる児童生徒に向けてＡＬＴが出演する応援動画を配
信することで、学校再開後の外国語教育のスタートへスムーズに移
行することができました。さらに、教職員向けの研修動画にもＡＬ
Ｔが出演することで、趣旨が伝わりやすくなり、有意義な研修会に
することができました。これらの取組を通して、コロナ禍において
も英語教育を推進することができました。
　小学校１校の１学年で行ったトップアスリートのスポーツ教室で
は、国際大会で活躍した元体操選手を招き、児童に運動の楽しさを
再認識させることができました。東京2020オリンピック・パラリン
ピックが１年延期になったことに伴い、オリパラ教育に関わる各種
事業も延期されたことから、今後も引き続き、英語教育及び国際理
解の推進に関する効果的な取組を進めてまいります。

今後の方向性

評価

Ｂ 現状継続

外部知見

　ＡＬＴを年間を通して配置することによって、児童生徒が生の英
語や異文化に触れる機会を提供することができ、国際理解やコミュ
ニケーション能力の向上につなげることができたと考えます。ま
た、臨時休業期間中でも動画の配信を行うなど、コロナ禍において
も子どもたちのためにできることを模索し、工夫して取組を進めら
れたことは評価できます。外国語や異文化に直接触れる機会が増え
るほど、国際理解やコミュニケーション能力は向上していくと考え
ます。
　また、オリンピック・パラリンピック教育の推進についても、児
童生徒の成長には「本物」に接すること、体験することがとても重
要と考えます。オリパラ教育は2021年までかと思いますが、国際理
解については、グローバル化に対応できる人材が育つよう、今後も
積極的に事業を推進されることを望みます。

今後の方向性

評価

Ｂ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　ＩＣＴの環境整備
　 　ＧＩＧＡスクール構想１人１台端末への対応
　　　・中学校用Chromebookの導入（市内中学校3,628台）
　　　・iPadの導入（市内小中学校630台）
　　　・令和２年度末のタブレット端末合計台数5,378台
　　　　（小学校1,498台、中学校3,880台）
　　　・iPad、Chromebookの活用ガイドブック作成

　 　プロジェクターの設置
　　　・市内小中学校の全普通教室への整備
　　　・支援級への整備

２　プログラミング教育の推進
　 　小学校プログラミング教育支援事業（小学校７校）

３　ＩＣＴ機器の活用に向けて
　 　情報教育担当者会開催
　　　・Google for education操作説明（小学校各校１名）
　　　・Chromebook操作説明（中学校各校１名）

　 　情報モラル研修会開催
　　　・教職員向け研修会（20名参加）

　 　情報モラルアンケートの実施
　　　・中学校５校を対象に実施（2,590名）
　　　※中学校１校は令和元年度に実施したため
　　　　令和３年度は実施せず

教育施策の３つの柱 「えびなっ子しあわせプラン」の推進

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名 学校ＩＣＴの環境整備と活用 教育支援課

目的
　学校ＩＣＴの環境整備とその活用について検討・協議するとともに、プログラミ
ング的思考により広がる可能性を追求し、未来で活躍するえびなっ子の育成に努め
ます。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

④　学習指導要領の改訂内容を踏まえ、ICT機器の活用による児童生徒の情報活用
能力の育成が図られています。

〇　教員の専門性や指導力を高めるとともに、多様化する教育課題などに対応する
ため、効果的な研修体制や支援体制を整えます。

▲iPad活用ガイドブック
▲Chromebook活用

ガイドブック

▲Hour of Code▲ビスケット ▲プログラミングゼミ

▲情報モラルアンケート
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現状継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　環境整備の面においては、児童生徒に対しての１人１台端末の整備は完了したので、指導する教
師用の端末の整備を行います。また、全ての普通教室へのプロジェクターの設置が完了し、学校で
のタブレット端末の活用を更に促進できるよう、必要な環境整備を計画的に進めてまいります。さ
らに、タブレット端末の活用については、「ICT活用推進委員会」や「情報教育担当者会議」等に
おける具体的な活用方法の共有化、各校における研修会や講習会の充実、効果的な校内研修例等の
共有化など、情報収集・発信を行ってまいります。加えて、教職員、児童生徒、保護者の情報モラ
ル意識の啓発を通して、児童生徒が安全にＩＣＴ機器を扱えるよう取り組んでまいります。
　併せて、「学びの保障」のため、１人１台端末を家庭に持ち帰り活用できるような仕組みづくり
に取り組んでまいります。

教育委員会

　ＧＩＧＡスクール構想による１人１台端末の整備に向けて取り組
み、事業が大きく進んだことを高く評価します。早期に対応する中
でも、学年の学びに相応した機種を取り入れたことで、スムーズに
学習への取組が進められるという点で大きな意義がありました。
　１人１台端末による体制は、教職員・児童生徒・保護者にとって
も体験したことのないものになるが、機器の整備と指導方法の確立
が両輪の働きをすることで児童生徒への効果的な学習につながりま
す。そのため、校内研修を充実させ、教職員の指導力の向上を図る
とともに、情報モラルアンケート結果を基に各学校での活用と課題
把握に努めることで、端末を活かした学習が進むことを期待しま
す。
　また、新しい取組により学校の負担は増加するため、ＩＣＴ支援
員の配置など、人的資源の拡充を望みます。

今後の方向性

総括評価

Ａ 現状継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課

　ＧＩＧＡスクール構想の１人１台端末の整備に向けて取組を進
め、中学校への整備が完了しました。これにより、小、中学校とも
にiPadの台数を増大したため、授業での活用を更に促進することが
できました。特に中学校では、iPadが42台整備されたことにより、
クラス単位で１人１台持つことができたことで、調べ学習などの場
面で効果的に活用することができ、子どもたちの学びを大きく進め
ることができたと評価します。
　小学校のプログラミング教育支援事業では、新型コロナウイルス
の影響によりまとめができなかった学校もありますが、教員の授業
の組み立て方や、児童のプログラミングへの導入としては、大きな
成果が得られたと考えます。今後ＩＣＴ教育を進める上で、教員も
ＩＣＴ機器の操作方法や情報モラルの知識を得る必要があります
が、担当者会や研修会によって基礎知識の習得に繋がり、ＩＣＴ教
育を推進するための基礎を固めることができたと考えます。

今後の方向性

評価

Ａ 現状継続

外部知見
　１人１台端末の整備が飛躍的に進んだことを高く評価します。Ｉ
ＣＴ機器を活用することによって、画像や動画を活用した分かりや
すい教材を使用したり、主体的・協働的な学びを楽しみながら効率
良く行うことができるようになり、より充実した授業を展開するこ
とができるようになったと考えます。
　ＩＣＴ機器の活用によるプログラミング教育は、これから多くの
子どもたちにとって必要となる力を養うことができる重要な教育課
程ですが、一方で教職員や保護者、児童生徒の情報モラルの向上、
操作方法の知識向上等が必要となってきます。今後、教職員の苦手
意識を克服し、しっかりと授業の中で活用していくことができるよ
う、教職員への研修、児童生徒への指導、保護者への啓発等を推進
してください。

今後の方向性

評価

Ａ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　えびなっ子スクールの実施
　　新型コロナウイルス感染症による臨時休業等の状況下ではあったものの６校で実施
　　５校が平日の放課後、１校は土曜授業日に実施
   【小学校（６校）】実施日数：32日　延べ参加人数：1,278人
　　（プログラム例）
　　　英会話、工作教室、校長による読み聞かせ、日本舞踊等

　　参加対象学年を限定するなど、密にならない工夫をしながら実施をしました。
　　保護者のボランティアを広く募ることはできませんでしたが、学校応援団、PTA本
　部を中心に、地域の方々と連携して取り組みました

    【プログラミング教室】　　　　　　　　 【フラダンス】

２　あそびっ子クラブの実施
　　新型コロナウイルス感染症による７月から12月のみの実施
　　７月からの活動再開は、学校応援団、あそびっ子パートナーと学校がよく相談し具
　体的に調整ができた学校６校が開始しました。２学期は、すべての学校であそびっ
　子の活動が再開しました。しかし、上星小学校だけは、活動場所の関係(体育館改修)
　により、10月から12月まで実施を見送りました。
　　感染防止のための除菌活動を十分に行い、マニュアルに基づき安全な活動の徹底を
　図りながら児童のために活動を行いました。
　【小学校(13校)】延べ開催日数：759日　延べ参加人数：14,038人

３　学校運営協議会との連携
　　学校運営協議会で話し合ったビジョンや学校への支援を、具体的に実行していく役
　割を担うことで、子ども・学校支援の充実を図ることができました。

教育施策の３つの柱 子どもと大人がともに学ぶ生涯学習の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名 子ども・学校支援事業の実践 学び支援課

目的
　学校応援団や保護者、地域の協力により、えびなっ子スクールの通年実施や授業
実施等、更なる子ども・学校支援の充実を図ります。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑦　「小学校・中学校のつながり」「地域・学校のつながり」が充実し、子どもの
豊かな「学び」「育ち」が図られています。

〇　各学校・地域の特色を活かして、小中一貫教育や海老名型コミュニティ・ス
クールを推進します。
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見直し継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　コロナ禍において活動が制限される厳しい状況下ではあるものの、学校・家庭・地域のつながり
の輪を構築し、子どもを中心とした連携・協働を深化していくことができるよう、学校応援団運営
委員やＰＴＡ、学校などと意見を交わしながら学校応援団が中心となった活動を引き続き行いま
す。
　また、えびなっ子スクール、あそびっ子クラブについても、学校応援団や学校、地域ボランティ
アの方々と連携し、児童の実態に合った取組を推進してまいります。
　学校応援団運営委員会、あそびっ子クラブそれぞれの運営上の課題を共有し、各団体、学校と連
携・協働しながら、子ども・学校支援事業の充実がより一層図れるよう努めてまいります。

教育委員会
　えびなっ子スクールやあそびっ子クラブは事業として定着してき
ており、学校との連携が図られ、内容が充実し、学校の特色が確立
されるなど、大きな成果を上げていると考えます。
　コロナ禍において活動が制限される中でも実施ができたのは、学
校応援団やあそびっ子パートナー等の前向きな取組によるところが
大きく、熱心な活動に支えられて子ども・学校支援につながってい
ます。感染症対策など様々な取組が求められる中で、限られた人数
で最大限の活動がなされたことを評価します。
　今後の課題を整理した上で、今まで以上に学校応援団や地域ボラ
ンティアの方々と連携し、意見や要望を的確に取り入れながら、よ
り多くの子どもたちが楽しんで参加できるような取組を期待しま
す。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 見直し継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課
　学校と協議を重ねながら、放課後や土曜授業日に工夫してえび
なっ子スクールを実施することができました。その取組が、各校の
特色につながっていると考えます。
　また、あそびっ子クラブについても、パートナー長会議を開いて
共通認識を持った上で、各校での運営にあたったことで、放課後の
居場所づくりをすることができました。
　感染症対策をしながらの活動には制限がありますが、学校、地
域、家庭が連携・協働して更なる子ども・学校支援の充実を図って
まいります。そのためにも、学校運営協議会との連携の方法も検討
しながら、子ども・学校支援事業を継続してまいります。

今後の方向性

評価

Ｂ 見直し継続

外部知見

　臨時休業の状況下においても、感染症対策を十分に行い、開催日
程等も検討しながら実施できたことは大きな成果であると評価しま
す。
　えびなっ子スクールは夏休みの居場所づくりから始まりました
が、時が経ち、現在では教育課程にはない事柄の学習や様々な体験
ができる学びの場として定着してきたこと、地域の方々の持つ知識
や技能を子どもたちに伝える場になっていることなど、地域と学校
がつながる場として充実してきており、大変重要な取組です。
　あそびっ子クラブについても、大勢の人が子どもと関わることが
できる魅力ある取組となっており、子どもたちが人間関係を学ぶ場
としても重要な役割を果たしています。
　コロナ禍により活動は制限されてしまいますが、今後も引き続き
学校の状況に応じた特色を大切にしながら、学校と地域がつながる
「海老名型コミュニティ・スクール」が推進されることを期待しま
す。

今後の方向性

評価

Ｂ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　新たな社会教育計画の公表
　　新たな社会教育計画を策定し、市の社会教育の目標と社会教育を通して育てたい
　子どもたちの姿、計画を具現化するための３つの手立てを周知しました。

２　えびなっ子いきいきシンポジウムの開催
　【参加人数】
　　社会教育団体、連絡協議会関係者及び元社会教育委員等　77名
　【内容】
　　①　社会教育計画の説明
　　②　教育長による基調講演＆団体で活動している児童とのトークセッション
　　③　今後の計画推進等について
　【参加者のアンケート抜粋】
　　・　子どもたちは自然が大好きということが改めて分かった
　　・　社会教育活動について知る良い機会になった
　　・　しおりを見て、非常に多くの社会教育団体があることに驚いた
　　・　実際に活動している子どもたちとのトークセッションが良かった
　　・　これから５年後、シンポジウムの成果がどんな形で現れるのか楽しみ
　　シンポジウムを通じて、これからの社会教育計画について理解を促すことができました
 
３　海老名市社会教育団体のしおりの作成、配布
　　社会教育団体の活動の紹介や入会方法などをしおりにまとめ、全小学校で配布しました
　【しおり掲載団体数】：80団体　（スポーツ系、文化・伝統系）
　　市内で活動されている団体を一目でみることができ、子どもたちに興味をもってもらうた
　めの一助になりました

教育施策の３つの柱 子どもと大人がともに学ぶ生涯学習の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名 子どもと大人がともに学ぶ社会教育計画の再構築 学び支援課

目的
　学校応援団等、これまでの「学校を中心とした社会教育」に加え、「スポーツ」
や「文化芸術」等を含む社会教育への再構築に向け、「社会教育計画の見直し」を
行い、子どもを中心とした社会教育の更なる充実を図ります。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑪　子どもたちの社会教育活動の充実を図るため、補助支援を継続しつつ、自発的
な活動を支援しています。

〇　一人ひとりのニーズに応じた支援を行います。
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現状継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　えびなっ子いきいきシンポジウムを継続して行い、団体同士の連携を図り、子どもと大人がとも
に学ぶ社会教育計画の実現に向け取り組んでまいります。
　また、社会教育デー（仮称）においては、社会教育団体の活動を披露する場や親子が参加・体験
する場としてだけではなく、より多くの市民が社会教育団体の活動に触れる機会となるよう工夫し
てまいります。
　社会教育の認知度を上げるため、ホームページの充実を図るとともに、日ごろの社会教育団体活
動を紹介した「社会教育団体のしおり」については、新規掲載希望を引き続き募集しながら定期的
に更新をかけ、子どもと社会教育団体をつなげるツールのひとつとして活用してまいります。
　引き続き、社会教育を充実させるため、より多くの人と社会教育の目標や社会教育団体の役割を
共有しながら、周知や広報の方法について検討を行います。

教育委員会

　令和元年度に社会教育計画を策定し、市としての目標が明確化さ
れた中で、令和２年度にえびなっ子いきいきシンポジウムを開催し
たことにより、社会教育の認知度の向上や社会教育団体間の連携の
強化につながり、社会教育という視点から子どもたちの成長を支え
る第一歩を踏み出すことができたと評価します。
　一方で、まだ社会教育という言葉や活動の認知度は高くない現状
もあるため、ホームページやＳＮＳの活用などにより、簡単に最新
の情報にアクセスできるような広報の方法を検討してください。
　また、これらの取組を通じて子どもたちの関心がどれだけ活動に
向けられていくかが今後の課題であり、そのためには社会教育団体
の果たす役割の重要性を大人も理解することが必要であるため、情
報提供の仕組みなど、今後の事業展開にさらなる工夫がされること
を期待します。

今後の方向性

総括評価

Ａ 現状継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課
　えびなっ子いきいきシンポジウムを開催することで、新しい社会
教育計画の目標や目指す子どもたちの姿だけではなく、社会教育団
体が担っている役割についても周知を図ることができました。
　また、社会教育団体のしおりを作成、配布したことで、市内で活
動している社会教育団体に対する認知度が高まり、児童や保護者が
社会教育団体に興味を持つきっかけとなりました。
　団体への新規加入の問い合わせや新規掲載依頼など、団体の活性
化にもつながることを実感しました。
　今後は、団体同士の連携や地域での社会教育活動の充実を図って
いくために、社会教育団体と連携しながら取り組んでまいります。

今後の方向性

評価

Ａ 現状継続

外部知見

　えびなっ子いきいきシンポジウムの開催により新しい社会教育計
画の目標や目指す子どもたちの姿、社会教育団体が担っている役割
などを周知できたこと、また、社会教育団体のしおりの作成・配布
によって社会教育団体の存在などを周知できたことを高く評価しま
す。これらの取組によって、社会教育に対する興味関心が広がり、
子どもたちが新しく自分の好きなことを見つけ行動に移すきっかけ
ができたと考えます。
　「社会教育が目指すもの」を実現するためには、地域コミュニ
ティとの関りが必要であり、このような取組を社会教育団体や保護
者だけでなく、一般市民へも広めていくことが重要です。人と人と
のつながりや絆が深まり、元気なえびなっ子が育つよう、市民が社
会教育団体に興味を持つきかっけとなるような取組の充実を望みま
す。

今後の方向性

評価

Ａ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

　
　第１回　「心のはたらきと健康～ストレスケアで健康アップ～」
　　　　　　講　師：臨床心理士　石田　多枝子氏
          　定  員：25名 　申込者数：25名　 応募率：100％　 満足度：100％
　第２回　「源氏物語～セリフで読む葵巻～」
　　　　　　講　師：神奈川大学日本常民文化研究所特別研究員　繁田　信一氏
　　　　　　定  員：40名　 申込者数：40名　 応募率：100％　 満足度：90％
　第３回  「食と健康、話の玉手箱」
          　講　師：東京農業大学名誉教授　中西　載慶氏
　　　　　　定  員：25名　 申込者数：25名　 応募率：100％　 満足度：94％

　  申込者総数は90名、定員総数に対する申込者の割合（平均応募率）は100％でした。

教育施策の３つの柱 子どもと大人がともに学ぶ生涯学習の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名 生涯学習講座の充実 学び支援課

目的
　広く市民の学びの場、交流の場として、市民講座「まなＢＩＮＡ」の充実を図り
ます。また、市民講座「まなＢＩＮＡ」の分かりやすい情報提供に取り組んでまい
ります。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑫　市民の自己啓発を通して生きがいを持ち、交流の場が図られています。

〇　多くの市民の意見を聞いて、「まなＢＩＮＡ」の講座の充実・向上を図りま
す。

【年間スケジュール】

【第１回「心のはたらきと健康」】 【第２回「源氏物語」】 【第３回「食と健康」】
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見直し継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　市民講座「まなＢＩＮＡ」は、社会教育の一環として、さまざまな分野の学習機会が提供できる
よう、３つの視点を設定して講座内容を構成します。
　①アンケート調査での要望が多い「歴史、文学の視点」
　②高いレベルの教養が身につく「高等教育の視点」
　③教育課程の中では経験できない学習の機会となる「小・中学生育成の視点」
　こうした視点を基本とし、１テーマごとに３回連続した講座を年間６回（計18回）開催します。
　特に、小・中学生育成の視点の講座については、令和３年度からは確実に実施できるよう準備を
進め、その取組を次年度も継続するよう努めてまいります。
　そのほか、各講座についても、講師がもつ知識・知見を活かし、幅広い年齢層の方々のニーズに
こたえられるよう、内容を工夫します。
　市民講座は、市民の生涯学習の一翼を担っており、新型コロナウイルス感染症が拡大するなか、
講座の開催は厳しい状況ではあるものの、市民の学びの場の確保という観点から、受講者の安心・
安全の確保を大前提に、感染症対策についても十分に配慮した上で、市民にとってさらに魅力的な
講座の提供に努めてまいります。

教育委員会
　参加人数が制限される中でも、応募率100％、満足度90％以上の魅
力ある講座が実施できたことから、本事業が市民のニーズに合った
事業として定着してきていると考えます。講座内容は多岐にわた
り、工夫して実施することで満足度の高い講座を開催できたことは
評価できます。
　本事業は小学校・中学校の教科書では学べない物事に触れる良い
機会であることから、児童生徒が参加できる講座を再開すること、
また、参加者の年齢層に偏りがあるように見受けられることから、
幅広い年齢層の方が参加しやすい内容を検討することを望みます。
　このような状況は今後も続くことが予想されるため、事業の安全
な実施に向けた取組の推進を期待します。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 見直し継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課
　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策、緊急事態宣言の発令な
どにより、講座数は当初予定の６回から３回へ半減し、定員も通常
のおよそ半数になってしまいましたが、参加者へのアンケート調査
を実施したところ、全３回の＜満足度＞（回答者全体における「非
常に満足」または「満足」と回答いただいた割合）は、平均95％で
あり、有意義な学びの場を提供することができたと考えます。
　特に第１回「心のはたらきと健康～ストレスケアで健康アップ
～」については、コロナ禍でストレスを感じやすい状況の中、その
対処法をわかりやすく解説し、「参考になった」「実践していきた
い」等の感想を多くいただきました。
　このことから、市民の学びの場、交流の場として意義のある取組
になっているものと考えます。

今後の方向性

評価

Ｂ 現状継続

外部知見

　コロナ禍の中で、講座数や定員を半減させながらも、安全対策を
講じながら工夫して開催し、参加者の満足度が高い講座を実施でき
たことを評価します。各回の応募率が100％であることから市民の関
心の高さが伺えますが、そのような中で、市民の興味のあるものを
テーマとして設定し、学びの場を提供できたことが満足度の高さに
つながったものと考えられます。
　取組をより良いものとするために、さらに安全対策を充実させ、
子どもたちも参加できる講座の再開を検討してください。また、講
座内容だけでなく、その手法として、講座の企画委員を市民から公
募し、企画・運営に携わってもらうなど、新しい方法を模索するこ
とも検討してください。
　今後も市民が元気に楽しく学べる講座の充実を期待します。

今後の方向性

評価

Ｂ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　有馬図書館及び門沢橋コミュニティセンター大規模改修工事の実施
　【改修工事概要】
　　施工期間
　　令和２年６月19日から令和３年３月17日まで
　　主な工事内容
　　外壁・建具・内装・防水等改修、新設階段の設置
　　その他工事（昇降機、外構、図書館システム等）
　　工事費
　　約６億３千万円

　　図書館とコミュニティセンターとの機能強化を図りながら活用の幅を広げた「学びとコ
　ミュニティの複合施設」に

　〇　エントランス中央に子どもたちが自由に遊べるキッズテントを設置
　〇　集会室をフローリング化し、スクリーンとプロジェクターを設置
　〇　明るい木目調の図書エリアと学習室へつながる階段の新設
　〇　席を５９席に増設し、Wi-Fiを完備した学習室
　〇　本の返却や予約本の受取ができる機器を導入
　〇　敷地を拡張し、駐車台数が４３台に増設

２　指定管理者による図書館運営の継続
　　中央図書館では引き続き指定管理者の運営を継続し、魅力あるサービスの提供を実施
　

教育施策の３つの柱 子どもと大人がともに学ぶ生涯学習の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名 「ひろがる・つながる・みんなの図書館」への進化 学び支援課

目的
　市立図書館としての一体性を維持しつつ、中央図書館は利便性の高い図書館とし
て、有馬図書館はリニューアル工事に併せてコミュニティセンターとの複合施設と
して、「学び」と「コミュニティ」の拠点へと進化します。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑩　図書館は、子どもから大人まで、多くの市民が集う「学び」と「育ち」が図ら
れています。

〇　指定管理者と協力し、市立図書館の管理運営を進化させます。

▲キッズテントが設置されたエントランスホール ▲明るい木目調の図書エリア
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現状継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　指定管理者による運営を継続し、より魅力あるサービスを提供してまいります。
　また、令和５年度実施の第三期指定管理者選定に向けて、図書館における指定管理事業の総括を
おこなってまいります。
　中央図書館では、児童・生徒を対象とした「学びのスペース」を新たに設け、当該スペースで実
施するさまざまなキッズイベントの企画など、ティーンズの利用が広がるような取り組みを進めて
まいります。
　有馬図書館では、開館時間の延長にあわせて、「よるとしょ」などのイベントを充実させ、中高
生や帰宅途中などの大人の利用の拡大を図ります。
　また、今回の大規模改修工事によって一体運営となったコミュニティセンターの各室を利用した
各種イベントを企画・実施するなど、複合施設の強みを生かしながら、「学び」と「コミュニ
ティ」の拠点となるよう運営してまいります。
　今後も、利用者のニーズをしっかり捉え、進化しつづける図書館運営をおこなってまいります。

教育委員会

　大規模改修により有馬図書館と門沢橋コミュニティセンターを一
体化することで、明るく開放的で市民から共感を持たれる施設へと
リニューアルを果たし、「学び」と「コミュニティ」の複合施設と
して進化したことは大きな成果であると評価します。複合化により
市民の時間、行動・活動の効率化が図られたことで、今後の海老名
市南部での市民活動の中心的な役割を果たす施設になることが期待
できます。
　中央図書館については、イベント内容等のさらなる充実を行うた
め、近隣図書館等の事例を研究し、反映されることを望みます。
　情報発信については、どちらの図書館もFacebook等のＳＮＳを活
用し、コロナ禍の中の運営状況の周知や書籍の紹介など、利用者が
情報収集しやすいよう工夫した取組が実施されています。
　今後も継続して情報発信を行い、より市民の活用しやすい施設と
なることで、市立図書館が「学び」と「コミュニティ」の拠点とな
ることを期待します。

今後の方向性

総括評価

Ａ 現状継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課
　有馬図書館及び門沢橋コミュニティセンター大規模改修工事を実
施したことにより、図書閲覧エリアは明るい印象に生まれ変わり、
本の返却や予約本の受取ができる機器を導入することで、図書館機
能が向上しました。また、学習室についても、図書エリアから学習
室へ直接行き来できる「学びの階段」の設置や、学習席が従来の４
６席から５９席となり、Wi-Fiが完備されるなど、機能性を向上し利
用しやすい学習室にリニューアルしました。
　令和３年５月１日のリニューアルオープン後は、複合施設として
の強みを生かした新たな「学び」と「コミュニティ」の拠点とし
て、指定管理者と協力し、魅力ある図書館運営を実施してまいりま
す。

今後の方向性

評価

Ａ 現状継続

外部知見

　有馬図書館及び門沢橋コミュニティセンターを一体化しリニュー
アルしたことで、図書閲覧エリアは明るく開放的になり、図書の見
やすさが向上しました。また、返却や予約本の受取ができる機器を
導入したことで図書館機能が向上しました。さらに、「学びの階
段」の設置により学習室と図書エリアをつないだことで利用しやす
くなり、学習室の机の増設やWi-Fiを完備するなど様々な面で配慮が
なされており、期待以上の複合施設になったと評価します。市民に
とって図書館がより魅力のある施設となり、図書館の可能性が大き
く広がりました。
　令和３年５月１日にリニューアルオープンを迎えましたので、そ
の後の利用者の様子をみることで、この事業の成果が現れてくると
思います。
　多くの世代が利用し、「学び」と「育ち」が図られることを期待
します。

今後の方向性

評価

Ａ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　相模国分寺跡史跡指定100周年記念事業
　 記念展示「100年かけて相模国分寺跡の謎にいどむ」
　　・会場：温故館
　　・期間：R3.2.13～R3.12.5
 　　　（但し緊急事態宣言のためR3.3.22開始、令和3年度に継続）

　 三井住友銀行ショーウインドーパネル展示
　　・会場：同行海老名支店
　　・期間：R3.2.19～3.5
　 奈良時代の相模国分寺をコンピューターグラフィッ
　　クにより復元
　　3DCG動画コンテンツをYouTubeで公開しました。

２　温故館企画展と関連事業
　 第41回温故館企画展「えびなの観音さま」
　　・期間：R2.10.1～12.6
　　・期間中来館者：2,160人
　　　県立歴史博物館開催の｢相模川流域の仏像｣と
　　連携し、龍峰寺千手観音立像を写真パネルで展
　　示、紹介。併せて市内に伝わる観音菩薩像等パ
　　ネルと関連資料を展示しました。
　 関連講演会
　　「相模川流域のみほとけたち」
　　「観音さまのひみつ‐仏像の世界へのいざない‐」
　　・期間：R2.11.23
　　・参加者：58名
　　・中継会場での視聴者21名
　 温故館の動画公開
　　　温故館へようこそ～むかしの道具編～動画コンテ
　　ンツをYouTubeで公開しました。

３　その他情報発信・公開等
　 市指定重要文化財等の案内板の板面交換等
　　板面交換にあわせ、内容等の充実化を図りました。
　 発掘調査報告書の公開
　　杉久保宮ノ前発掘調査報告書について、Web上で
　　公開しました。
　

教育施策の３つの柱 子どもと大人がともに学ぶ生涯学習の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名 相模国分寺跡等、文化財の積極的な活用 教育総務課

目的
　相模国分寺跡等、文化財の保存・整備・活用とともに、歴史資料のデジタル化を
進め、文化財を本市の魅力の一つとして市内外に情報発信します。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑮　温故館や相模国分寺跡などは、海老名駅北口などからのアクセス向上や、内容
の充実により、海老名の歴史・文化財の情報発信拠点となっています。
⑯　誰もがいつでも必要な資料を閲覧できるように、歴史資料のデジタル化や積極
的な公開を継続しています。

〇　相模国分寺跡を中心に整備・活用を進めます。
〇　温故館の展示や情報発信の取り組みを継続するとともに、電子化による歴史資
料や文化財の公開を進めます。

えびなの観音さま展示の様子

温故館へようこそ～むかしの道具編～

相模国分寺跡の復元動画
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現状継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、文化財の活用事業の実施は引き続き難しい状況にあり
ます。そのような中でも、Web上での動画や資料公開により、市域の文化財について知り、学び、
鑑賞し、楽しめる環境を少しずつ整えていきたいと考えております。
 一方で史跡を訪れるなど、文化財の実物を体感することはデジタル画像や動画では代えがたいも
のです。コロナ禍を超えた先も見据え、多くの方に温故館や、相模国分寺跡など史跡を訪れていた
だけるよう情報発信に努めてまいります。
　小中学校の学習での文化財の活用や、他市、他機関との連携についても引き続き取り組んでまい
ります。

教育委員会

　コロナ禍においても、県立歴史博物館との連携による龍峰寺千手
観音像の展示や、湘南工科大学との協働による相模国分寺跡の３DCG
での復元など、取り組めることに精力的に取り組み、成果を上げた
ことを高く評価します。
　県立歴史博物館との連携展示は多くの方に拝観され、歴史を育む
まち海老名を広くＰＲできたと考えます。また、相模国分寺跡の復
元は、動画をWeb上で公開することで市民がいにしえの海老名に触
れ、興味を持ち、歴史ある町であることを再確認する記念事業とな
りました。総じて、文化財一つ一つをどのような形で公開したらそ
のもの自体の存在感を表現できるのか、検討、工夫し事業を進める
ことができたと考えます。
　歴史のある海老名市の文化財を今後も広く発信するため、学校と
温故館によるオンライン交流等の校外学習への積極的な活用や、他
市・県との連携等、多様な取組に挑戦されることを期待します。

今後の方向性

総括評価

Ａ 現状継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課

　相模国分寺跡が大正10年に国史跡に指定され、100周年を迎えたこ
とに伴い記念事業を実施する中で、新型コロナウイルス感染症の影
響により、講演会、VR体験会は令和3年度に延期、展示期間も延長す
るなど、長期的に事業を展開することとしました。相模国分寺復元
VRの制作については、湘南工科大学との協働による初めての取り組
みで、成果として3DCG動画をWeb上で公開し、古代の相模国分寺をイ
メージできると好評を得ています。
　温故館企画展「えびなの観音さま」は、初めて県立歴史博物館の
特別協力を得て開催し、関連事業の開催とあわせ、市域の文化財に
ついて、多くの方に理解を深めいただく機会となりました。新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防止のため、展示解説を館内放送で行う
などの工夫も行い、事業を実施することができました。
　このことから、市民の文化財に対する意識啓発につなげることが
できたと考えます。

今後の方向性

評価

Ａ 現状継続

外部知見
　海老名市の貴重な文化財を多くの人に知ってもらえるよう、講演
会の実施など、文化財の積極的な活用を目指す取組を行い、特に、
湘南工科大学との協働によって、古代の相模国分寺を3DCG動画で復
元したことを高く評価します。相模国分寺跡等、文化財を広く発信
していくことは、海老名市の文化的価値を高める取組であり、この
事業を通して、海老名市が1200年以上前から今につながる歴史ある
地域であることを改めて認識することができました。
　今後は、歴史資料のデジタル化を進め、広く公開するなど、文化
財の積極的な活用を図るとともに、より多くの市民の海老名市の文
化財に対する関心が高まるよう、さらなるＰＲ活動の充実を望みま
す。

今後の方向性

評価

Ａ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

　学校施設再整備計画に基づき、下記のとおり学校施設整備を進めました。

１　屋内運動場の空調設備設置・大規模改修工事
　　中新田小学校・上星小学校・柏ケ谷中学校の屋内運動場へ空調設備を設置し、屋根、床、
　壁、天井等の改修を実施しました。
　

２　老朽化に伴う空調設備の更新
　　有馬小学校の空調設備の更新を行いました。

教育施策の３つの柱 新たな学校施設への取組と子育て環境の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名
「持続可能」で「夢」のある学校施設整備
（教育総務課所管部分）

教育総務課

目的
　学校施設再整備計画に基づき、施設の「増築、大規模改修、長寿命化改修」を行
うとともに、施設の「ユニバーサルデザイン化」「木質化」を進める等、「持続可
能」で「夢」のある学校施設整備を計画的に進めます。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

①　学校施設の再整備などを通じ、子どもたちが安全で快適な学校で学習できるよ
うな教育環境の維持向上が図られています。

〇　学校施設の整備にあたっては、人口動向や社会情勢等を的確に見極め、統廃
合、複合化、多機能化等に取り組みます。また、学校施設再整備計画については、
一定の周期で見直しを図ります。

空調設備…熱源はガス。壁掛け型を８台設置 屋根…防水処理

床 …床の張替え 壁 …壁面の再塗装

窓 …機密性を高めるため、窓ガラスの更新

その他 …照明のＬＥＤ化（柏ケ谷中学校のみ。中新田小学校・上星小学校はすでに

ＬＥＤ化改修済）

熱源は電気。

職員室で集中管理が可能。

室外機を複数台にすることにより、故障時

に全ての空調が使えなくなる危険性を回避
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現状継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　学校施設の機能・学習環境の向上を図るため、教室等の照明をＬＥＤ化する工事を進めてまいり
ます。
　子どもたちや教職員が安全・安心で快適な環境で学校生活を送ることができるよう、個別施設計
画と整合を取りながら、引き続き計画的に施設整備を進めてまいります。

教育委員会

　子どもたちが安全・安心で快適な学校生活を過ごすために、学校
環境を整備することは非常に重要な取組だと考えます。その上で、
計画的に老朽化した施設の改善に努め、屋内運動場の大規模改修工
事により空調設備の設置、屋根・床・照明等の改修が行われたこと
は、子どもたちの健康面や安全面からさらに学びの充実につながる
ものであると評価します。
　特に、小中学校への空調設備の設置は、令和２年９月時点で全国
的にみると５.３％と事例が少なく、先進的な取組である中で、順調
に工事が行われ、安全で快適な学習環境が整備されたことは大きな
成果であると考えます。
　現在の厳しい財政状況下では、計画通りの進捗は難しいと考える
が、国の交付金等を最大限活用して施設整備を推進するとともに、
見落としがちなインフラ整備も進められるよう望みます。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 現状継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課

　屋内運動場は建設後３５年以上経過し、老朽化が進んでいること
から、躯体を強化し、施設の長寿命化を図る大規模改修工事を実施
しました。また、避難所予定施設となっており、児童・生徒・避難
者等の、近年の猛暑による熱中症を予防するため、空調設備を設置
し環境向上を図りました。
　有馬小学校の空調設備は、設置から２０年以上経過しており、老
朽化で機能が低下し、修理部品の入手も困難になっていることか
ら、更新を行い、児童の教育環境向上を図りました。
　なお、整備するにあたっては、文部科学省の交付金を活用するこ
とで、財政負担の低減を図り、経費を抑えながらも事業目的が達成
できたと考えます。
　今後も学校施設再整備計画に基づき、学校施設整備を計画的に進
めていきます。

今後の方向性

評価

Ｂ 現状継続

外部知見
　子どもたちが日々生活する学校施設を過ごしやすいものにしてい
くこと、安全で快適な学習環境を確保することはとても大切である
ため、学校施設の整備に尽力されたことを評価します。特に、施設
の長寿命化を図る大規模改修工事を実施したこと、また、空調設備
を設置したことで、猛暑による熱中症の予防につながり、避難所予
定施設としての機能も充実するなど、子どもたちや教職員、地域の
人々の安全・安心に寄与しているものと考えます。
　引き続き、児童生徒が安全で安心な環境で学校生活が送れるよ
う、必要に応じた改修を行い、屋内運動場への空調設備の設置を順
次進めてください。また、避難所としての活用をはじめ、地域の方
が利用していくことも考慮し、事業を推進されることを望みます。

今後の方向性

評価

Ｂ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

〇　学校施設の整備にあたっては、人口動向や社会情勢等を的確に見極め、統廃
合、複合化、多機能化等に取り組みます。また、学校施設再整備計画については、
一定の周期で見直しを図ります。

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

　有鹿小学校、上星小学校、中新田小学校及び今泉小学校の通学区域の見直しを行い、令和３年４
月１日から施行しました。

１　有鹿小学校、中新田小学校
　　厚木駅南地区開発に伴い、河原
　口一丁目26番街区に大型マンショ
　ンが建設される予定のため、中新
　田小学校区及び有鹿小学校区の２
　校区にまたがる当該地の通学区域
　を、有鹿小学校の現在の児童数等
　を考慮し、中新田小学校区１校区
　に変更しました。

２　上星小学校、今泉小学校
　　上星小学校及び今泉小学校の選
　択学区となっていた上今泉二丁目
　地区について、上星小学校を選択
　する児童が多いこと、また、海老
　名駅西口開発に伴い今泉小学校の
　児童数の増加が見込まれることか
　ら、選択学区を廃止し、上星小学
　校区としました。
　　なお、既に今泉小学校へ在籍し
　ている児童は継続して通学できる
　ものであり、令和３年度以降に今
　泉小学校への通学を希望する児童
　についても、指定学校変更制度に
　より選択することが可能です。

教育施策の３つの柱 新たな学校施設への取組と子育て環境の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名
「持続可能」で「夢」のある学校施設整備
（就学支援課所管部分）

就学支援課

目的
　学校施設再整備計画に基づき、「学区再編」を進める等、「持続可能」で「夢」
のある学校施設整備を計画的に進めます。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

①　学校施設の再整備などを通じ、子どもたちが安全で快適な学校で学習できるよ
うな教育環境の維持向上が図られています。
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Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　35人以下の学級編制実施に伴い、今後の教室数を確保するため、海老名駅周辺の大型マンション
建設の状況や各地区の人口動向、社会情勢の影響を的確に把握し、市内の人口の増減を注視してま
いります。併せて、学校施設再整備計画の基礎データとなる児童生徒数の推計を算出いたします。

今後の方向性

評価

Ｂ 見直し継続

教育委員会

　市長部局との連携・調整により長期的な見通しを立てることがで
き、それに基づいて早期に取り組みを進めることができました。ま
た、再編後に就学する児童が就学先を選択でき、現在通学している
児童が再編後も継続して通学できる等、児童にとっての学校生活へ
のメリットを考慮した柔軟な対応がなされており、高く評価できま
す。
　今後、35人以下学級の導入に伴い、教室数の確保のために学区再
編等を行う必要が出てくると予想されます。情報収集や市長部局と
の連携を行うことで状況をいち早く把握しながら、事業が進められ
るよう望みます。
　また、それぞれの学校の地域特性や歴史的な環境を踏まえ、児童
生徒の学びを優先的に考慮するとともに、交通環境の変化への対応
等も視野に入れた取組の推進を望みます。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 見直し継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課

外部知見
　市長部局と連携し情報共有を行いながら、市内の人口動向を見極
めた上で、教育環境の充実に向けて通学区域の見直しを適切に行っ
たことを評価します。海老名市は今後も発展を続けることが想定さ
れる街であり、学校の通学区域について、児童生徒数の増加を見込
んだ見直しが継続的に必要となるものであるため、状況に応じた適
切な対応がなされるよう望みます。
　また、35人以下学級の実施とそれに伴う教室確保については、学
区の再編だけでは乗り越えられない状況も出てくることが懸念され
ます。児童数の少ない学区へのスクールバスの運行など、新たな対
応策を求められることが考えられますので、引き続き検討を行い、
確実に対応できるよう努めてください。

　有鹿小学校及び中新田小学校の通学区域については、市長部局と
連携し、情報共有を行うことで、大型マンション建設の情報を掴
み、児童生徒数の増加を想定した通学区域の見直しを図ることがで
きました。
　また、上今泉二丁目の通学区域については、人口動向等を的確に
見極め、適切な通学区域の見直しができたと考えます。さらに、一
律な学区変更を強制するのではなく、在籍している児童は継続して
通学でき、これから就学する児童も事情に応じて臨機応変に対応で
きる制度としたことで、慣れ親しんだ学校、友達とともに学校生活
を過ごすことができる体制を整えました。
　今後も、必要かつ適切な学区再編に取り組んでまいります。
　また、35人以下学級実施の状況と学校施設における教室確保につ
いても、状況を見定め、必要に応じた対応を行ってまいります。

今後の方向性

評価

Ｂ 見直し継続
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

教育施策の３つの柱 新たな学校施設への取組と子育て環境の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名
健康・安全安心のための環境整備
（教育総務課所管部分）

教育総務課

目的

　子どもがいきいきと学べる学習環境と子どもがのびのびと生活できる生活環境を
整備します。
◆老朽化した樹木の剪定や教室の扉等、室内ガラスへの飛散防止フィルムの設置に
より、安心できれいな居心地のよい学校づくりを進めます。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

①　学校施設の再整備などを通じ、子どもたちが安全で快適な学校で学習できるよ
うな教育環境の維持向上が図られています。
⑧　支援を必要とする児童生徒が、安心して、充実した学校生活が送れるよう、支
援体制の整備・充実が図られています。

〇　学校施設の整備にあたっては、人口動向や社会情勢等を的確に見極め、統廃
合、複合化、多機能化等に取り組みます。また、学校施設再整備計画については、
一定の周期で見直しを図ります。
〇　学校に心理の専門家等を派遣し、教育相談体制の充実を図ります。

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

　
１　室内ガラスへの飛散防止フィルムの設置工事
　　社家小学校の強化ガラスや飛散防止フィルムの貼付けを行っていない窓ガラスへ飛散防止
　フィルムの設置工事を行った。教室の扉についている小窓についても飛散防止フィルムを設
　置しました。

２　老朽化した樹木の剪定等
　　小学校・中学校全校の樹木について、剪定や伐採を行いました。
　　剪定対象とした樹木は、学校からの要望を聞き、現地調査を実施した上で、危険度を踏ま
　えて決定しました。

剪定後

剪定等を行った樹木 計137本

（今泉小学校）
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Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課
　飛散防止フィルム設置工事を実施したことにより、災害発生段階
の窓ガラスの飛散を抑止し、安全な避難行動が確保されました。同
時に、学校は避難所としての一面もあるため、発災後の避難施設と
しての機能確保につなげることができました。
　なお、事業実施においては文部科学省の交付金を活用し、財政負
担の低減を図りました。
　樹木の剪定については、老朽化した樹木の剪定をすることで、台
風等の強風による倒木を事前に抑止し、児童・生徒・地域住民等の
安全確保や生活環境の向上を図りました。
　今後も、安全安心のための環境整備を進め、子ども達がいきいき
と学べる学習環境と、のびのびと生活できる生活環境の整備を進め
てまいります。

今後の方向性

評価

Ｂ 現状継続

外部知見

　「安全できれいな居心地のよい学校づくり」をコンセプトに掲
げ、子どもたちが安心して学べる環境、のびのびと生活できる環境
を整備してきたことを評価します。日々の学校生活の中では、「学
びの場」である教室が安全であることが必須条件となりますが、学
校の窓には網戸やシャッターが無く、破損し飛散すると大けがにつ
ながりますので、飛散防止フィルムを設置することにより、安全が
確保されたと考えます。
　また、創立４０年を越える多くの学校で樹木は老朽化しており、
倒木の危険もありますので、剪定だけでなく伐採も視野に入れ整備
を進めると同時に、植物（生物）を大切にする気持ちを子どもたち
が学習することにつなげられないか検討されることを望みます。
　引き続き、子どもたちが安心して過ごせるよう、校舎内だけでな
く校庭の危険箇所も点検しながら、安全に配慮した環境作りを継続
してください。

今後の方向性

評価

Ｂ 現状継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　飛散防止フィルム設置工事については、未実施校に速やかに施工してまいります。また、台風等
の際に学校敷地内だけでなく周辺にも被害が及ばないよう、樹木の剪定についても継続して実施し
てまいります。
　校舎や屋内運動場だけではなく学校敷地全体について、引き続き学校現場と連携を取りながら維
持管理に努め、子どもたちがいきいきと学ぶことができ、のびのびと生活できる安心で居心地の良
い環境となるよう、計画的に施設整備を進めてまいります。

教育委員会

　自然災害が多く発生する中、安全のために飛散防止フィルムの設
置が進んだことは、校舎内で多くの時間を過ごす児童生徒にとっ
て、非常時においても安心感をもって行動ができることにつながっ
たと評価します。
　また、校庭を含む環境整備は、居心地の良い学校として児童生徒
の精神衛生面でも大切な取組であり、学校と協議を行った上で樹木
の剪定を行ったことも評価できます。敷地境界の植栽は、防犯のた
めにもどのように管理していくか計画を立てる必要があることか
ら、維持経費も含め、持続可能で美観を保ちやすい植栽のあり方に
ついての研究を進められるよう望みます。
　学習環境と生活環境の整備は、日々起こる様々な問題に対処する
上で重要な取組であるため、子どもたちが安全安心で落ち着いて学
べるよう、引き続き計画的な事業実施を期待します。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 現状継続
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　登下校時の巡回パトロール強化について
　　登下校時刻に合わせ青パトによる巡回を実施し、児童生徒の安全を図りました。
　　・北部地区５校（小学校４校、中学校１校）
　　・中部地区８校（小学校４校、中学校４校）
　　・南部地区６校（小学校５校、中学校１校）
　　　※巡回パトロール員１８名を２名ずつ３台に分け、ローテーションで実施
　　また、新型コロナウイルス感染症に伴う学校休業期間中（令和２年３月～５月）において
　も、子どもたちの見守りと防犯を目的として、巡回を実施しました。
　　さらに、不審者の出現や児童の行方不明等の連絡を受けた時には、重点的にパトロールを
　実施しました。

２　健康管理システムの導入について
　　健康管理システムを導入し、これまで紙で管理していた児童生徒健康診断票を電子化しま
　した。このシステムの導入により、養護教諭等の負担軽減が図れるようになりました。
　　また、就学前の児童の健康データを就学後に引き継ぐことに加えて、学齢期のデータを成
　人後につなぎ、健康データの一本化を図ることができました。

教育施策の３つの柱 新たな学校施設への取組と子育て環境の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名
健康・安全安心のための環境整備
（就学支援課所管部分）

就学支援課

目的

　子どもがいきいきと学べる学習環境と子どもがのびのびと生活できる生活環境を
整備します。
◆０歳から一貫した子育て支援を行うため、小中学校に健康管理システムを導入し
ます。
◆下校時の更なる安全確保のため、巡回パトロールの強化を図ります。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

①　学校施設の再整備などを通じ、子どもたちが安全で快適な学校で学習できるよ
うな教育環境の維持向上が図られています。
⑧　支援を必要とする児童生徒が、安心して、充実した学校生活が送れるよう、支
援体制の整備・充実が図られています。

〇　学校施設の整備にあたっては、人口動向や社会情勢等を的確に見極め、統廃
合、複合化、多機能化等に取り組みます。また、学校施設再整備計画については、
一定の周期で見直しを図ります。
〇　一人ひとりのニーズに応じた支援を行います。
〇　教育相談体制の充実を図ります。
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現状継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　登下校時の巡回パトロールについては、継続的に巡回を行うことで、児童生徒の安全確保と犯罪
の抑止につながると考えます。次年度も引き続き巡回を行い、より地域に密着したパトロールを行
うとともに、市民の認知度を高めるための周知方法を検討してまいります。
　また、夏季休業期間中のえびなっ子サマースクールにも、一定数の児童生徒が登下校することか
ら、巡回を行うよう調整します。
　健康管理システムについては、一本化された健康データの活用方法について検討するとともに、
０歳から15歳までの成長曲線を基に児童生徒の発育の課題等について保護者が専門家と連携し、対
応できるよう、その仕組みの構築を進めてまいります。

教育委員会

　通学の形態が学校により異なるため、登下校時の巡回パトロール
による安全確保への貢献度は大きいと考えます。地域住民にとって
も、青パト３台による巡回パトロールを行うことで、子どもたちが
安全に通学できているという安心感につながっていると考えます。
　青パトの車体を目立つ色に変更したり、愛称を募集するなど、子
どもたちや地域住民への意識付けを深め、認知度を高めることがで
きるような方策の検討を望みます。
　健康管理システムの導入に関しては、児童生徒の健康管理がシス
テム化されたこと、特に就学前から引き継がれる仕組みになったこ
とで、一人一人の成長を見取ることが可能となりました。また、効
率化が図られたことで教職員の負担軽減にもつながり、養護教諭が
子どものケアにより力を入れられるようになったと考えます。
　今後も事業を継続し、さらなる充実を目指した取組が推進される
ことを期待します。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 現状継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課

　登下校時の巡回パトロール強化については、新型コロナウイルス
感染症に伴う休業期間中や、土曜授業実施日にも、児童生徒の見守
り及び通学の安全確保のため、巡回を実施しました。また、巡回中
に発生した突発的な事案（迷子や体調不良等）に対しても臨機応変
な対応ができました。今後も、これまでの取り組みを継続し、児童
生徒の安全確保に努めます。
　健康管理システムの導入については、就学前から就学後に健康
データを引き継ぎ、成人後までつなぐことにより、切れ目のない健
康管理を行うことができるようになりました。また、児童生徒の健
康課題を把握することで、必要な保健指導を早期に行うことや、未
病を促進することが可能になりました。今後は、０歳から15歳まで
の成長曲線を活用することで、児童生徒の発育の課題等について保
護者が専門家と連携し対応できるよう、その仕組みづくりに努めて
まいります。

今後の方向性

評価

Ｂ 現状継続

外部知見

　通常の登下校時のパトロールに加え、臨時休業期間中においても
子どもたちの見守りや防犯のために巡回を実施したこと、また巡回
中の事象に対しても臨機応変な対応ができたことを評価します。下
校時のパトロールは犯罪の抑制にもなり、子どもたちの安全確保の
ために効果的な取組であるため、継続されるよう望みます。また、
有志によるパトロールを行っている地域もあることから、連携して
取り組むことができないか検討してください。
　一方、健康管理システムの導入により、学齢期の子どもたちの健
康状態を電子化し、発育状況を一貫して管理し支援することができ
るようになったことは、教職員の負担軽減にもつながると考えま
す。働き方改革が問われている今、意義が大きい取組であるため、
今後は児童生徒の発育の課題等について保護者が専門家と連携し対
応できるような制度の設計など、更なる充実を目指しながら継続さ
れることを望みます。

今後の方向性

評価

Ｂ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

教育施策の３つの柱 新たな学校施設への取組と子育て環境の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名 学校給食の方向性の検討 就学支援課

目的
今後の小中学校給食の方向性について、学校給食検討委員会での提言を踏まえた方
針決定について検討を進めます。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

③　地産地消で安全安心かつ、栄養バランスのとれた美味しい給食が提供されてい
ます。

〇　学校給食のあり方について、検討委員会を立ち上げ、今後の方向性を定めま
す。

2020 土曜給食
（チキンのトマト煮、ミルクデニッ

シュ、型抜きチーズ、ジョア）

１ 小学校給食の改善について

（１） 魅力ある学校給食の提供に向けた基本的な考え方

学校給食検討委員会での検討内容を踏まえ、今後、目指していく学校給食の基本理念、基本方針、基本計

画を定めました。

（２） 小学校給食費の改定

本市の学校給食費は、平成21年度の改定以降、据え置かれている状況です。 この間、消費税率が引き上げ

られるとともに、米飯、牛乳の価格上昇に伴い、副食（おかず）に充てられる給食費が年々制限されてきま

した。

これまで、献立や使用食材の工夫等により対応してきましたが、安全で安心な学校給食の提供を行うとと

もに、更なる魅力ある学校給食を提供するためには、小学校給食費の改定が必要であると判断しました。

なお、改定にあたっては、保護者に対する説明責任を果たすとともに、条例改正が必要であるため、パブ

リックコメントを実施するとともに、保護者に対してアンケート実施しました。

２ 中学校給食の再開について

（１） 中学校給食の方向性

検討委員会での検討内容を踏まえた方針決定に基づき、教育委

員会にて方針決定しました。

・実施方式 「センター方式」

・建設場所 「食の創造館東側敷地」

・建設及び運営方法 「公設民営」

・実施までのスケジュール 「早期の再開に向けて取り組む」

小学校給食費 （改定前）44,000円 → （改定後）49,500円
※令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響による保護者の経済的負担を考慮し、49,500円とあるのを45,850円

としました。
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Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　小学校給食については、更なる魅力を高めていくため、これまでの献立に加え、インターナショ
ナル給食、ふるさと給食、学校給食夢コンテストを新たに実施し、献立の工夫に努めてまいりま
す。
　また、今後、社会状況の変化等により給食費の改定が必要となった場合は、今回の取組をベース
として保護者へ丁寧な説明を行い、理解・納得をいただいた上で進められるよう、適切に実施して
まいります。
　中学校給食については、令和５年９月の完全給食の実施に向けて、給食調理施設の工事発注に向
けた設計業務を進めていくとともに、給食時間確保に向けた教育課程の編成などの各学校の受入れ
体制、配膳室等の学校施設調査、中学校給食費等の検討を進めてまいります。

教育委員会

　「海老名の子どもたち、ひとりひとりの『おいしい笑顔』」のた
めに給食費の改定が必須である中で、学校給食検討委員会で議論を
行い、保護者へのアンケートや説明会を実施し、値上げ分の一部を
公費負担することで段階的な引き上げとするなど、丁寧な手順を踏
んだことで保護者の賛同を得ることができ、実現につなげることが
できたことを高く評価します。今後も物価や消費税等の動向に合わ
せて改定を行うことがあると考えられるため、今回のプロセスを
ベースにして、適切に行われることを望みます。
　中学校給食については、決定した方針に基づいて計画的に実施
し、早期再開に努めてください。
　教科の学びにも食に関する内容があることから、子どもたちとと
もに作り上げていく給食を目指し、「おいしい笑顔」が毎日見られ
るような様々な取組を推進されるよう期待します。

今後の方向性

総括評価

Ａ 現状継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

担当部課
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大による小中学校の臨時休業
により、スケジュールの一部見直しを行いましたが、保護者の意見
を聞きながら、取り組みを進めることで、魅力ある給食につながる
成果が得られたと評価します。
　次年度以降、小学校給食においては、更なる魅力ある給食の提供
のため、行事食やインターナショナル給食等の献立の工夫に努める
とともに、中学校給食においては、完全給食の再開に向けた給食調
理施設の設計業務に着手してまいります。
　今後においても魅力ある学校給食の歩みを止めることなく、「海
老名のこどもたち、ひとりひとりのおいしい笑顔のために」着実に
取り組み、必要に応じて情報提供に努めてまいります。

今後の方向性

評価

Ａ 現状継続

外部知見

　物価や消費税率が上昇しコスト面での限界を超えている中でも、
長期間にわたり安定した給食を提供してこられたこと、また、保護
者に対して説明やアンケート等を行い、意見を聞きながら小学校給
食費の改定を実施できたことは、魅力ある学校給食の提供という目
標の達成につながる大きな成果だと評価します。今後は、改定した
効果が目に見えて保護者に伝わるようにＰＲ活動を充実させること
が重要です。また、「海老名のこどもたち、ひとりひとりの『おい
しい笑顔』」を実現させるために、子どもたちから好きな献立の絵
や作文を募集して発表するなど、子どもが給食に関する取組に主体
的に参加できるような取組を検討されるよう望みます。
　さらに、中学校給食については、義務教育の間、生徒が食の心配
をせず学びを続けられるよう、できるだけ早く再開されることを切
に願います。
　子どもたちが学校へ行く楽しみの中に「給食」というワードが増
えていくことを大いに期待します。

今後の方向性

評価

Ａ 現状継続
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　教材費補助金制度
　　小・中学校の入学にかかる費用が保護者への大きな負担となっているため、その軽減
　を図ることを目的に、市内に居住する小学校１年生及び中学校１年生の児童・生徒の保
　護者を対象に、教材費（ワークブック、ドリル、テスト、実験キット等）を助成しました。
　　※私立学校へ通う児童・生徒の１年生の保護者へも支給しました。

　○小学校１年生一人当たり　上限１０，０００円
　○中学校１年生一人当たり　上限１７，０００円

２　スクールライフサポート（就学援助）制度
　　経済的な理由により就学困難な世帯に対し、学用品費や給食費など、学校生活に必要
　な費用の一部を援助しました。
　　また、令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変した世帯に
　対して、スクールライフサポートの「～未来を生きる～緊急総合パッケージ」を創設し、
　対応を行いました。
　

教育施策の３つの柱 新たな学校施設への取組と子育て環境の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名
義務教育に係る公費負担のあり方の検討
（就学支援課所管部分）

就学支援課

目的
　義務教育に係る保護者負担の軽減と学校徴収についての検討を進めるとともに、
今後の修学旅行のあり方について検討を進めます。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑧　支援を必要とする児童生徒が、安心して、充実した学校生活が送れるよう、支
援体制の整備・充実が図られています。

〇　一人ひとりのニーズに応じた支援を行います。
〇　教育相談体制の充実を図ります。

令和２年度「～未来を生きる～緊

急総合パッケージ」におけるス

クールライフサポート認定者数

小学校 中学校
公立 １，１９６人 １，１２７人
私立 １人 ７２人

944

1019 1001 988 969

500

600

700

800

900

1000

1100

H28 H29 H30 R1 R2

スクールライフサポート認定者数推移
単位：人

小学校 １０人
中学校 ３人
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見直し継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　教材費補助制度については、ＧＩＧＡスクール構想によるＩＣＴ機器の活用に伴い、対象教材の
見直しや精査を行うなど、検討を引き続き進めてまいります。
　スクールライフサポート（就学援助）制度については、次年度も継続して適切な時期での支給を
行い、制度の変更・社会情勢への対応を積極的に行うことで、児童生徒、保護者の立場から、より
良い制度を目指します。また、コロナ禍の中で、家計が急変した世帯に対しても、引き続き柔軟に
対応してまいります。

教育委員会
　教材費補助制度や就学援助制度は、保護者の負担軽減に大きな役
割を果たしているが、それ以上に児童生徒が安心して学べる素地を
作る上でも重要な制度であり、今回のような緊急事態に即応した
パッケージの創設は素晴らしい対応であったと評価します。
　一方で、ＧＩＧＡスクール構想への対応も含め、どのような教材
を補助対象として購入するかを精査していくことも必要です。援助
を必要とする児童生徒が安心して学校生活を送ることができるよ
う、時流に沿った適切な見直しを図りながら、事業を継続されるよ
う望みます。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 見直し継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課
　教材費補助については、小中学校への入学時、保護者負担が大き
いことから、教材費を助成することで保護者負担の軽減を図りまし
た。今後は、GIGAスクール構想による１人１台端末が実現すると、
ICTの活用に伴い教材費を見直す必要が生じるため、助成額を減額す
る等の措置を検討しながら、事業を継続してまいります。
　スクールライフサポート制度については、969人の認定を行ったほ
か、「～未来を生きる～緊急総合パッケージ」により13名に対し就
学援助を行いました。これにより、保護者負担を軽減し、子どもの
学校生活の充実につなげることができたと考えます。コロナ禍が続
く中で、今後も家庭に寄り添った支援を行えるよう、「～未来を生
きる～緊急総合パッケージ」による支援も含め、事業を継続してま
いります。

今後の方向性

評価

Ｂ 見直し継続

外部知見

　小中学校の就学期において教材費を助成する制度や、経済的な理
由により就学困難な世帯に対し学校生活に必要な経費を援助する制
度は、保護者の負担軽減を図る上で重要な役割を果たしています。
そのような中、令和２年度においては緊急総合パッケージを創設
し、家計が急変した世帯へも柔軟に対応ができたことは評価できま
す。
　ＧＩＧＡスクール構想による１人１台端末の整備により、ＩＣＴ
機器の活用が始まると、今までと異なる教材の発生が考えられま
す。また、それにより見直すことになる教材もあると思いますの
で、それぞれが本当に必要な教材なのか、タブレットで済むものな
のか、紙ベースが適しているか等、見極めながら検討を進めてくだ
さい。また、認定するにあたり、申請者の状況について精査を十分
に行うことで平等性を確保することや、社会情勢に合わせて助成金
額の見直しを行うことも必要であると考えますので、見直しを行い
ながら事業を継続されることを望みます。

今後の方向性

評価

Ｂ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　野外教育活動、修学旅行補助金の交付
　　野外教育活動、修学旅行に参加する児童生徒の保護者の負担の軽減を図るため、以下
　のとおり補助金を交付しました。
　　●野外教育活動
　　　小学校　上限14,000円　（実績額　15,344,065円）
　　　中学校　上限10,000円　（実績額　 4,768,146円）
　　●修学旅行
　　　小学校　上限10,000円　（実績額　10,839,214円）
　　　中学校　上限15,000円　（実績額　14,896,181円）

　※新型コロナウイルス感染症等に配慮し、参加できなかった児童生徒のキャンセル料に
　　対しても、補助金を交付し、保護者の負担軽減を図りました。

２　学校キャッシュレス化促進補助金の創設
　　教材費等の学校での集金作業について、事故防止や教職員の負担軽減を目的に、「海
　老名市立小中学校キャッシュレス化促進補助金」を創設し、令和３年度からの事業実施
　に向けて、当初予算の要求や、要綱の策定を行いました。

３　今後の修学旅行の在り方について
　　海老名市修学旅行検討委員会での報告を受けて、「海老名市立小中学校修学旅行の在
　り方について」をホームページに公開し、校長会、教頭会を通じて、小中学校に周知を
　行いました。

教育施策の３つの柱 新たな学校施設への取組と子育て環境の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名
義務教育に係る公費負担のあり方の検討
（教育支援課所管部分）

教育支援課

目的
　義務教育に係る保護者負担の軽減と学校徴収についての検討を進めるとともに、
今後の修学旅行のあり方について検討を進めます。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑧　支援を必要とする児童生徒が、安心して、充実した学校生活が送れるよう、支
援体制の整備・充実が図られています。

〇　一人ひとりのニーズに応じた支援を行います。
〇　教育相談体制の充実を図ります。
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現状継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　次年度も引き続き、安全安心な修学旅行の実施を第一に考え、保護者への負担軽減のため、補助
金の交付を行ってまいります。修学旅行の在り方の報告書については、新型コロナウイルス感染症
の影響で状況も変わっておりますので、今後、方策について研究してまいります。
　学校のキャッシュレス化については、今年度の実施状況を検証し、保護者や教職員の負担軽減に
つながるよう、改善に努めてまいります。
　教育体制の充実について「えびなの教育」に掲載する等、保護者への効果的な情報発信の仕方に
ついて検討していきます。

教育委員会

　児童・生徒の学びを第一に考え、コロナ禍の中でも修学旅行や野
外教育活動が実施できたことは、教育委員会と学校との連携があっ
たからこそであり、大きな成果であると評価します。さらに、保護
者負担の軽減を目的とした補助金を交付するだけでなく、参加でき
なかった児童生徒のキャンセル料に対しても補助金を交付したこと
は、柔軟性のある対応であり、今後につながる取組であったと考え
ます。
　学校のキャッシュレス化については、制度設計を行ったことで実
現の目途が立ち、計画通り実施することで保護者・教職員それぞれ
の負担軽減につながることが期待されます。
　教育の視点から社会の動向を常に把握し取組を進めることができ
ているが、これらの事業も定着すると所期の目的が希薄になること
があるため、常に情報を発信し、教育体制の充実がどのように図ら
れているかＰＲされるよう望みます。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 現状継続

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課

　野外教育活動、修学旅行については、新型コロナウイルス感染症
の影響により、日程は延期となったが、補助金の交付やGoToトラベ
ルキャンペーンの活用等により、感染防止対策を十分に講じた上で
も保護者への経費負担を増大することなく、安全・安心を確保しな
がら実施することができました。
　小中学校の教材費等のキャッシュレス化については、令和２年度
中に準備を整えることができたため、令和３年度に円滑に実施する
ことで、更なる負担軽減に資すると考えます。
　今後の修学旅行のあり方については、「海老名市立修学旅行の在
り方について」報告書をホームページに掲載することで、今後の修
学旅行のあり方や修学旅行にかかる保護者負担経費について、情報
の共有を図ることができました。
　これらの取組を通し、本事業について計画どおりの成果が得られ
たと評価します。

今後の方向性

評価

Ｂ 現状継続

外部知見

　コロナ禍の中でも、感染防止対策を十分に講じ、さらに野外教育
活動や修学旅行に対する補助金を交付することで、保護者の負担軽
減・子どもたちの安全安心を確保しながら、全ての小中学校でカリ
キュラムを実施することができたことを高く評価します。しかし、
修学旅行の在り方の報告書については、ホームページでの周知だけ
では情報の共有として不十分と考えます。学校が何を目的として、
児童生徒に何を経験させ、身につけさせたいか、そのために費用が
どれだけかかるか、より多くの保護者が理解し納得できる周知の方
法を検討してください。
　学校のキャッシュレス化の実現は、時代に対応した取組であり、
事故防止や教職員の負担軽減から考えると大いに有効であるため、
令和３年度の確実な実施を望みますが、実施後はそれが保護者側の
負担軽減に本当につながっているか、必ず検証し、課題改善に努め
られるよう望みます。

今後の方向性

評価

Ｂ
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所管課

目指す
姿

今後の
方針

Ｄ
Ｏ
（

実
行
）

令和２年度の取組内容

１　補助金の交付
　　海老名市児童健全育成事業補助金により、例年行っている運営費の補助に加え、新型コロナ
　ウイルス対策費用についても補助金を交付しました。
　　＜令和２年度実績＞
　  　学童保育団体補助　55団体　346,638,720円（運営費補助）
　　　　　　　　　　　　　　　　117,597,503円（コロナ対策補助）
　　　　　　　　　　　　　合計　464,236,223円

２　定員確保に向けた取り組み
　　保護者へのアンケートや、事業所への聞き取りにより、次年度の利用者数を予測し、定員の
　不足が予想される学区には、学童事業者と協力し、クラブを新設するための取り組みを行いま
　した。
　　その結果、定員の不足が予想された学区に、令和３年４月から３支援単位が新たに開所され
　ました。

３　学童保育事業者への運営支援委託事業
　　社会保険労務士と委託契約を締結し、法人化した事業者が適切な労務管理等の法令遵守のた
　め、相談業務及び研修業務等を行いました。相談業務では、個々の学童保育クラブの労務管理
　上の課題や疑問点について、解決策を提示しました。

教育施策の３つの柱 新たな学校施設への取組と子育て環境の充実

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（

目
的
・
計
画
）

事業名 放課後児童クラブ（学童保育）の充実 学び支援課

目的
　学童保育クラブの「質」及び「定員」の充実を図ることで、子どもたちに安全に
放課後を過ごすことができる場を提供し、保護者が安心して子どもをあずけること
ができる環境を整備します。

えびな
未来創
造プラ
ン2020
の位置
づけ

⑬　学童保育のニーズは、今後も増加が見込まれるため、受け入れ先の確保ができ
るよう支援を行っています。

〇　ニーズに応じた学童保育の確保や安定的な運営のための支援を図ります。
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Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（

評
価
）

点検・評価

担当部課
　学童保育事業者に対する財政面や運営面の支援を行うことで、学
童保育環境の向上を図ることができたことにより、学童保育クラブ
の「質」の充実につなげることができたと考えます。新型コロナウ
イルス感染症の対策についても、安全な保育環境を提供できるよう
に国・県の補助金を活用しながら、引き続き支援を行ってまいりま
す。
　また、定員の確保については、アンケートや聞き取りを行った結
果を踏まえ取り組みを進めたことで、学童保育クラブの新設につな
がったことから、一定の「定員」の充実を図ることができました。
しかし、今後の状況を踏まえると、依然として学童保育クラブの定
員不足が見込まれていることから、引き続き学区ごとの児童数や利
用希望者数の推移を注視しながら取り組みを進めてまいります。

今後の方向性

評価

Ｂ 現状継続

外部知見

　学童保育は、子どもの安全を守り、健全に育成するために必要な
支援を行う場であり、共働きの家庭が増えている昨今、そのニーズ
は高まっています。また、コロナ禍において、学校が閉鎖している
期間も、学童保育クラブは仕事に行かざるを得ない家庭にとって必
要不可欠な存在でした。そのような中、通常の補助金に加え、新型
コロナウイルス感染症対策費用に対する補助金を交付したことで、
学童保育クラブが安全・安心を確保しながら運営することができた
と考えます。
　今後も、補助金の交付や学童保育事業者への運営支援、定員の確
保等、事業を継続し、より充実した環境になるよう支援するととも
に、事業者だけでなく利用している保護者からの聞き取りも丁寧に
行い、より有効な支援が図られることを期待します。また、労務管
理等法令遵守のためだけでなく、子どもたちの「学び」も踏まえた
事業者及び従事者の研修を検討し、学童保育クラブの質の向上が図
られるよう望みます。

今後の方向性

評価

Ｂ 現状継続

Ａ
Ｃ
Ｔ
（

改
善
）

次年度の取組について

　近年の働き方の変化などによる共働き世帯の増加、また、昨年の新型コロナウイルス感染症が拡
大に伴う学校の臨時休業期間中においては、エッセンシャルワーカーなどの真に学童保育クラブを
必要とする保護者からの要請に応え続けたことにより、社会的インフラとして学童保育クラブの重
要性が認知されました。
　このような背景を踏まえつつ、学童保育クラブへの補助金については、国・県の動向も注視し
て、本市の実情に合った支援を海老名市学童保育連絡協議会とも協議してまいります。
　各学童保育クラブの安定した運営を行うため、補助金交付時の提出資料や年に１度行う点検事業
において、条例及び要綱に適した運営となっているかの確認を継続しつつ、保育の質の向上のた
め、アレルギーや人権等に関する研修の積極的な受講を各学童保育クラブに促し、スキルアップを
図ります。
　また、利用希望アンケートの対象年齢を年少まで広げることにより、将来的な学童保育クラブの
需要見込みを察知し、適切な施設数の確保に取り組むとともに、引き続き、学童保育クラブを必要
としている保護者に安心して利用いただけるよう努めてまいります。

教育委員会

　学童保育クラブは、共働き世帯が増えている昨今、子どもたちの
放課後の生活や学びの場としての機能を有しており、放課後に児童
が安心して過ごせる場所であることから需要が高まっています。そ
のような中でコロナ禍となり、学校が臨時休業となりましたが、全
ての学童保育クラブが開所したことで助かった保護者は多かったと
推察します。備品の援助や補助金の交付等により、学童保育クラブ
の質の充実が図られたことは評価できます。
　補助金の交付を受けた事業所については、適切な運営が行われて
いるか、経理状況や労務管理の状況などを確認していくことが今後
必要であると考えます。
　利用者へのアンケート等も引き続き実施することで、地域の需要
にあった施設数を確保し、同時に、運営の質の向上が図られる取組
を推進されるよう望みます。

今後の方向性

総括評価

Ｂ 現状継続
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〇教育委員会の活動状況 

 

（１） 教育長及び教育委員会委員 

職 名 氏 名 就任年月日 任   期 備考 

教育長 伊 藤 文 康 平成27年４月１日 
令和３年４月１日 

～令和６年３月31日 
 

教育長 

職務代理者 
平 井 照 江 平成24年12月14日 

令和２年12月14日 

～令和６年12月13日 
 

委 員 海 野 惠 子 平成20年10月１日 
平成30年10月１日 

～令和４年９月30日 
 

委 員 酒 井 道 子 平成29年12月13日 
平成29年12月13日 

～令和３年12月12日 
公募 

委 員 濱 田 望 令和２年２月１日 
令和２年２月１日 

～令和６年１月31日 
 

※酒井道子委員は、令和２年 12 月 14 日から教育長職務代理者となりました。 

 

（２）会議への出席状況 

     委員名 

会議名 
伊藤教育長 海野委員 平井委員 酒井委員 濱田委員 備 考 

４月臨時会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 ― 

５月臨時会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 ― 

５月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 傍聴者１名 

６月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 傍聴者２名 

７月臨時会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 ― 

７月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 傍聴者１９名 

８月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 ― 

９月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 ― 

１０月臨時会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 ― 

１０月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 ― 

１１月定例会 出 席 出 席 出 席 欠 席 出 席 傍聴者６名 

１２月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 ― 

１月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 ― 

２月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 傍聴者２名 

２月臨時会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 ― 

３月定例会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 ― 

３月臨時会 出 席 出 席 出 席 出 席 出 席 ― 
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（３）教育委員会議（定例会・臨時会）、総合教育会議及びその他の活動等 

 

【令和２年４月１日～令和３年３月 31 日】 

月 日 種 別  内 容 

４ １（水） その他の活動 教職員辞令交付式 

３（金） 臨時会 審議事項１件 

 ①海老名市立小学校及び中学校の臨時休業について 

６（月） その他の活動 市立中学校入学式 

 ７（火） その他の活動 市立小学校入学式 

月 日 種 別  内 容 

５ ８（金） その他の活動 教育課題研究会 

臨時会 報告事項６件 

 ①海老名市立小学校及び中学校の臨時休業について 

 ②海老名市教育委員会関係職員の人事異動について 

 ③令和２年度海老名市教育委員会非常勤特別職の委

嘱について 

 ④令和２年度海老名市一般会計補正予算（第１号）の

うち教育に係る部分に関する意見の申し出につい

て 

 ⑤令和２年度海老名市一般会計補正予算（第２号）の

うち教育に係る部分に関する意見の申し出につい

て 

 ⑥令和２年度海老名市一般会計補正予算（第３号）の

うち教育に係る部分に関する意見の申し出につい

て（非公開事件） 

審議事項１件 

 ①令和３年度使用「海老名市教科用図書採択基本方

針」について 

１９（火） その他の活動 教育課題研究会 

２５（月） 定例会 審議事項５件 

①令和２年度海老名市教科用図書採択資料作成委員

会委員の委嘱について（非公開事件） 

②海老名市学童保育事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正について（非公開事件） 

③海老名市学童保育事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正に関する意見の申し出

について（非公開事件） 

④令和２年度海老名市一般会計補正予算（第４号）の

うち教育に係る部分に関する意見の申し出につい

て（非公開事件） 
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⑤令和２年度海老名市奨学生選考委員会への諮問に

ついて 

月 日 種 別  内 容 

６ ２（火） その他の活動 教科書学習会 

２２（月） その他の活動 教育課題研究会 

２５（木） 定例会 報告事項３件 

 ①令和２年度海老名市教育委員会非常勤特別職の委

嘱について 

 ②令和２年度海老名市一般会計補正予算（第５号）の

うち教育に係る部分に関する意見の申し出につい

て 

 ③海老名市学校給食事業再開準備金交付要綱の制定

について 

審議事項４件 

 ①令和２年度（令和元年度対象）教育委員会事務の点

検・評価実施方針及び評価対象について 

 ②海老名市立学校における学校教育法の施行に関す

る規則の一部改正について 

 ③海老名市立小学校及び中学校の臨時休業について

及び中学校の管理運営に関する規則の一部改正に

ついて 

 ④令和２年度海老名市奨学生及び奨学金給付の決定

について（非公開事件） 

月 日 種 別  内 容 

７ １（水） その他の活動 教科書学習会 

臨時会 報告事項３件 

①海老名市教育委員会関係職員の人事異動について 

 ②令和２年度海老名市一般会計補正予算（第６号）の

うち教育に係る部分に関する意見の申し出につい

て 

 ③令和２年度海老名市奨学生選考委員会への諮問に

ついて 

審議事項１件 

①令和２年度海老名市奨学生及び奨学金給付の決定

について（非公開事件） 

６（月） その他の活動 教科書学習会 

１５（水） その他の活動 教育課題研究会 

２２（水） 定例会 審議事項１件 

①令和３年度使用教科用図書採択について 
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月 日 種 別  内 容 

８ １７（月） その他の活動 教育課題研究会 

２０（木） 定例会 報告事項６件 

①海老名市教育委員会関係職員の人事異動について 

②令和２年度海老名市教育委員会非常勤特別職の委

嘱について 

③令和２年度海老名市一般会計補正予算（第７号）の

うち教育に係る部分に関する意見の申し出につい

て 

④海老名市児童健全育成対策（放課後児童クラブ）事

業補助金（新型コロナウイルス感染症に関する特例

措置分）交付要綱の一部改正について 

⑤令和２年度海老名市奨学生選考委員会への諮問に

ついて 

⑥令和２年度海老名市奨学生並びに奨学金の給付の

決定について（非公開事件） 

審議事項３件 

 ①令和２年度海老名市一般会計補正予算（第８号）の

うち教育に係る部分に関する意見の申し出につい

て（非公開事件） 

 ②令和元年度海老名市一般会計歳入歳出決算認定の

うち教育に係る部分に関する意見の申し出につい

て（非公開事件） 

 ③海老名市立学校における学校教育法の施行に関す

る規則の一部改正について 

月 日 種 別  内 容 

９ １７（木） その他の活動 教育課題研究会 

２５（金） 定例会 報告事項４件 

 ①令和２年度海老名市教育委員会非常勤特別職の委

嘱について 

 ②物品の取得等に関する意見の申し出について ③ 

 ③令和２年度海老名市奨学生選考委員会への諮問に

ついて 

 ④令和２年度海老名市奨学生並びに奨学金の給付の

決定について（非公開事件） 

審議事項３件 

 ①学校教育と地域の発展に係る教育連携に関する協

定の締結について 

 ②有馬図書館及び門沢橋コミュニティセンター駐車

場用地取得の申し出について 
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 ③物品の取得等に関する意見の申し出について（非公

開事件） 

月 日 種 別  内 容 

１０  ２（金） 臨時会 審議事項１件 

 ①令和２年度末県費負担教職員人事異動方針につい 

  て 

その他の活動 点検・評価に係る事業説明 

８（木） その他の活動 中学校体育祭（有馬中学校） 

１３（火） その他の活動 小学校運動会（中新田小学校） 

１５（木） その他の活動 小学校運動会（杉本小学校） 

２２（木） その他の活動 中学校体育祭（今泉中学校） 

２３（金） その他の活動 中学校体育祭（大谷中学校） 

教育課題研究会 

神奈川県立歴史博物館視察 

２４（土） その他の活動 小学校運動会（上星小学校） 

２８（水） その他の活動 中学校体育祭（海西中学校） 

３０（金） 定例会 報告事項２件 

 ①海老名市教育委員会関係職員の人事異動について 

 ②海老名市指定重要文化財保存管理等事業補助金交

付要綱の一部改正について 

審議事項２件 

 ①令和２年度（令和元年度対象）教育委員会事務の点

検・評価報告書について 

 ②海老名市立学校における学校教育法の施行に関す

る規則の一部改正について 

３１（土） その他の活動 小学校運動会（有馬小学校、門沢橋小学校、社家小学校） 

月 日 種 別  内 容 

１１ １６（月） その他の活動 教育課題研究会 

広報えびな題字選考会 

中新田小学校体育館視察 

２０（金） 定例会 報告事項１件 

 ①令和２年度海老名市一般会計補正予算（第１０号）

のうち教育に係る部分に関する意見の申し出につ

いて 

審議事項３件 

 ①海老名市立中学校の完全給食の実施方法等につい

て 

 ②海老名市小学校特別支援学級設置要綱及び海老名

市中学校特別支援学級（肢体不自由級）設置要綱の
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廃止及び海老名市立小中学校特別支援学級（肢体不

自由学級）設置要綱の制定について 

 ③令和２年度海老名市一般会計補正予算（第１１号）

のうち教育に係る部分に関する意見の申し出につ

いて 

２１（土） その他の活動 小学校運動会（海老名小学校） 

２９（日） 総合教育会議 第１回総合教育会議 

（海老名市役所 第一委員会室） 

協議事項３件 

①小中学校における感染症対策 

②GIGA スクール構想について 

 ③小中学校給食について 

月 日 種 別  内 容 

１２ １５（火） その他の活動 教育課題研究会 

 １８（木） 定例会 報告事項５件 

 ①海老名市教育委員会関係職員の人事異動について 

 ②工事請負契約の締結に関する意見の申し出につい

て 

 ③物品の取得に関する意見の申し出について 

 ④教育財産（コンピュータ等機器（小学校分））の取

得の申し出について 

 ⑤いじめ等に関する調査の結果について 

審議事項２件 

 ①教育財産（国指定史跡相模国分寺跡用地）の取得の

申し出について 

 ②海老名市立学校における学校教育法の施行に関す

る規則の一部改正について 

月 日 種 別  内 容 

１ １２（火） 定例会 報告事項２件 

 ①海老名市教育委員会関係職員の人事異動について 

 ②新型コロナウイルス感染症拡大に伴う教育委員会

の対応について 

１４（木） その他の活動 校長教頭合同懇親会賀詞交歓会 

月 日 種 別  内 容 

２ １（月） その他の活動 教育課題研究会 

５（金） 定例会 報告事項１件 

 ①令和２年度海老名市一般会計補正予算（第１３号）

のうち教育に係る部分に関する意見の申し出につ

いて 
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審議事項３件 

①海老名市奨学金条例の一部改正について 

②海老名市学校給食費に関する条例の一部改正につ

いて 

③令和２年度ひびきあう教育実践委託事業費に係る

「特色ある取組加算額」について 

１５（月） その他の活動 教育課題研究会 

臨時会 報告事項１件 

 ①海老名市立学校における学校教育法の施行に関す

る規則の一部を改正する規則の一部改正について 

審議事項４件 

 ①令和２年度海老名市一般会計補正予算（第１４号）

のうち教育に係る部分に関する意見の申し出につ

いて 

 ②令和３年度海老名市一般会計予算のうち教育に係

る部分に関する意見の申し出について 

 ③海老名市奨学金条例の一部改正に関する意見の申

し出について 

 ④海老名市学校給食費に関する条例の一部改正に関

する意見の申し出について 

２０（土） 総合教育会議 第２回総合教育会議 

（海老名市役所 第一委員会室） 

協議事項３件 

①新型コロナウイルス感染症対策と教育活動 

②小・中学校給食について 

 ③海老名市奨学金条例の改正について 

月 日 種 別  内 容 

３ １（月） その他の活動 教育課題研究会 

 ５（金） 定例会 報告事項１件 

①海老名市立小学校修学旅行保護者負担軽減補助金

交付要綱及び海老名市立中学校修学旅行保護者負

担軽減補助金交付要綱の一部改正について 

審議事項９件 

 ①海老名市教育委員会会議規則の一部改正について 

 ②海老名市教育委員会事務局及び教育機関の組織等

に関する規則の一部改正について 

③海老名市立学校における学校教育法の施行に関す

る規則の一部改正について 

④海老名市立小学校及び中学校の管理運営に関する

規則施行規程の一部改正について 
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 ⑤海老名市立図書館条例施行規則の一部改正につい 

  て 

 ⑥教育財産（海老名市立郷土資料館用地）の取得の申

し出について 

⑦令和３年度海老名市教育委員会非常勤特別職の委

嘱について 

 ⑧県費負担教職員の人事異動について 

 ⑨市費負担加配教員の配置について 

１１（木） その他の活動 中学校卒業式 

１９（金） その他の活動 小学校卒業式 

２１（日） その他の活動 令和３年海老名市成人式 

２７（土） その他の活動 えびなっ子いきいきシンポジウム 

２９（月） 臨時会 審議事項１件 

 ①海老名市奨学金条例施行規則の一部改正について 

その他の活動 有馬図書館・門沢橋コミュニティセンター内覧 

温故館企画展視察 

３１（金） その他の活動 教職員辞令交付式 

職員退任式 
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教育施策の
３つの柱

事業名 目　的 担当課
えびな未来創造プラン2020
での位置付け（めざす姿）

①　「えびなっ子しあわせプラン」の推進

新しい授業スタイルの確立に
よる学力の向上

えびなっ子の「学力」「集団力」「健康安
全力」の向上をめざし、よりよい授業を実
践するために、海老名市の教職員全員で、
主体的・対話的で深い学びの実現にむけた
研修に取り組み、授業を改善します。

教育支援課

⑤　教職員の主体的な研究活動
を支援するとともに、教職員に
対する効果的な研修を実施する
ことにより、教育指導・支援の
充実が図られています。

カリキュラム・マネジメント
の確立

校長のリーダーシップのもと、子どもの実
態と地域の特性をふまえ、保護者や地域の
意見を取り入れながら学校全体で話し合っ
て教育課程を編成します。

教育支援課

⑤　教職員の主体的な研究活動
を支援するとともに、教職員に
対する効果的な研修を実施する
ことにより、教育指導・支援の
充実が図られています。
⑦　「小学校・中学校のつなが
り」「地域・学校のつながり」
が充実し、子どもの豊かな「学
び」「育ち」が図られていま
す。

小中一貫教育、コミュニ
ティ・スクールの推進
（教育支援課所管部分）
（学び支援課所管部分）

新たな学校体制づくりとして導入した小中
一貫教育とコミュニティ・スクールの充実
を図り、えびなっ子の成長を保護者、地域
の方々、教職員がともに支える学校づくり
に取り組みます。

教育支援課
学び支援課

⑦　「小学校・中学校のつなが
り」「地域・学校のつながり」
が充実し、子どもの豊かな「学
び」「育ち」が図られていま
す。
⑨　学校は、乳幼児から高齢者
まで集い、学ぶことのできる、
地域コミュニティの拠点施設と
なっています。

英語教育及び国際理解の推進

これからの海老名市の英語教育の進め方を
検討・協議するとともに、ラグビーワール
ドカップや東京オリンピック・パラリン
ピック開催を契機に国際理解を深めてまい
ります。

教育支援課

⑥　児童生徒の英語による自己
表現力や、コミュニケーション
力を伸ばし、グローバル化に対
応できる人材を育成していま
す。

学校ＩＣＴの環境整備と活用

学校ＩＣＴの環境整備とその活用について
検討・協議するとともに、プログラミング
的思考により広がる可能性を追求し、未来
で活躍するえびなっ子の育成に努めます。

教育支援課

④　学習指導要領の改訂内容を
踏まえ、ICT機器の活用による
児童生徒の情報活用能力の育成
が図られています。

②　子どもと大人がともに学ぶ生涯学習の充実

子ども・学校支援事業の実践

学校応援団や保護者、地域の協力により、
えびなっ子スクールの通年実施や授業実施
等、更なる子ども・学校支援の充実を図り
ます。

学び支援課

⑦　「小学校・中学校のつなが
り」「地域・学校のつながり」
が充実し、子どもの豊かな「学
び」「育ち」が図られていま
す。

子どもと大人がともに学ぶ社
会教育計画の再構築

学校応援団等、これまでの「学校を中心と
した社会教育」に加え、「スポーツ」や
「文化芸術」等を含む社会教育への再構築
に向け、「社会教育計画の見直し」を行
い、子どもを中心とした社会教育の更なる
充実を図ります。

学び支援課

⑪　子どもたちの社会教育活動
の充実を図るため、補助支援を
継続しつつ、自発的な活動を支
援しています。

生涯学習講座の充実

広く市民の学びの場、交流の場として、市
民講座「まなＢＩＮＡ」の充実を図りま
す。また、市民講座「まなＢＩＮＡ」の分
かりやすい情報提供に取り組んでまいりま
す。

学び支援課
⑫　市民の自己啓発を通して生
きがいを持ち、交流の場が図ら
れています。

「ひろがる・つながる・みん
なの図書館」への進化

市立図書館としての一体性を維持しつつ、
中央図書館は利便性の高い図書館として、
有馬図書館はリニューアル工事に併せてコ
ミュニティセンターとの複合施設として、
「学び」と「コミュニティ」の拠点へと進
化します。

学び支援課

⑩　図書館は、子どもから大人
まで、多くの市民が集う「学
び」と「育ち」が図られていま
す。

相模国分寺跡等、文化財の積
極的な活用

相模国分寺跡等、文化財の保存・整備・活
用とともに、歴史資料のデジタル化を進
め、文化財を本誌の魅力の一つとして市内
外に情報発信します。

教育総務課

⑮　温故館や相模国分寺跡など
は、海老名駅北口などからのア
クセス向上や、内容の充実によ
り、海老名の歴史・文化財の情
報発信拠点となっています。
⑯　誰もがいつでも必要な資料
を閲覧できるように、歴史資料
のデジタル化や積極的な公開を
継続しています。

令和３年度（令和２年度対象）点検・評価対象事業一覧
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教育施策の
３つの柱

事業名 目　的 担当課
えびな未来創造プラン2020
での位置付け（めざす姿）

③　新たな学校施設への取組と子育て環境の充実

「持続可能」で「夢」のある
学校施設整備
（教育総務課所管部分）
（就学支援課所管部分）

学校施設再整備計画に基づき、「学区再
編」や施設の「増築、大規模改修、長寿命
化改修」を行うとともに、施設の「ユニ
バーサルデザイン化」「木質化」を進める
等、「持続可能」で「夢」のある学校施設
整備を計画的に進めます。

教育総務課
就学支援課

①　学校施設の再整備などを通
じ、子どもたちが安全で快適な
学校で学習できるような教育環
境の維持向上が図られていま
す。

健康・安全安心のための環境
整備
（教育総務課所管部分）
（就学支援課所管部分）

子どもがいきいきと学べる学習環境と子ど
もがのびのびと生活できる生活環境を整備
します。
◆０歳から一貫した子育て支援を行うた
め、小中学校に健康管理システムを導入し
ます。
◆老朽化した樹木の剪定や教室の扉等、室
内ガラスへの飛散防止フィルムの設置によ
り、安心できれいな居心地のよい学校づく
りを進めます。
◆下校時の更なる安全確保のため、巡回パ
トロールの強化を図ります。

教育総務課
就学支援課

①　学校施設の再整備などを通
じ、子どもたちが安全で快適な
学校で学習できるような教育環
境の維持向上が図られていま
す。
⑧　支援を必要とする児童生徒
が、安心して、充実した学校生
活が送れるよう、支援体制の整
備・充実が図られています。

学校給食の方向性の検討
今後の小中学校給食の方向性について、学
校給食検討委員会での提言を踏まえた方針
決定について検討を進めます。

就学支援課
③　地産地消で安全安心かつ、
栄養バランスのとれた美味しい
給食が提供されています。

義務教育に係る公費負担のあ
り方の検討
（就学支援課所管部分）
（教育支援課所管部分）

義務教育に係る保護者負担の軽減と学校徴
収についての検討を進めるとともに、今後
の修学旅行のあり方について検討を進めま
す。

就学支援課
教育支援課

⑧　支援を必要とする児童生徒
が、安心して、充実した学校生
活が送れるよう、支援体制の整
備・充実が図られています。

放課後児童クラブ（学童保
育）の充実

学童保育クラブの「質」及び「定員」の充
実を図ることで、子どもたちに安全に放課
後を過ごすことができる場を提供し、保護
者が安心して子どもをあずけることができ
る環境を整備します。

学び支援課

⑬　学童保育のニーズは、今後
も増加が見込まれるため、受け
入れ先の確保ができるよう支援
を行っています。

教育施策の３つの柱・１５事業
※点検・評価を行う事業の目的及び内容については、その進捗状況等に応じて適宜見直すこととする。
※複数課にまたがる事業は、各課で実施した事業について評価したため、総評価数は１９項目となる。
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〇関係法令等 

 

★ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

（事務の委任等） 

第２５条 教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その権限に属する事務

の一部を教育長に委任し、又は教育長をして臨時に代理させることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる事務は、教育長に委任することができない。 

(１) 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。 

(２) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

(３) 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の設置及び廃止に関すること。 

(４) 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免そ

の他の人事に関すること。 

(５) 次条の規定による点検及び評価に関すること。 

(６) 第 27 条及び第 29 条に規定する意見の申出に関すること。 

３ 教育長は、教育委員会規則で定めるところにより、第１項の規定により委任された事

務又は臨時に代理した事務の管理及び執行の状況を教育委員会に報告しなければならな

い。 

４ 教育長は、第１項の規定により委任された事務その他その権限に属する事務の一部を

事務局の職員若しくは教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員（以下こ

の項及び次条第１項において「事務局職員等」という。）に委任し、又は事務局職員等

をして臨時に代理させることができる。 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職

員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評

価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表し

なければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。 
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★ 海老名市教育委員会教育長に対する事務の委任等に関する規則（抜粋） 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、海老名市教育委員会（以下「委員会」という。）の権限に属する事

務について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第

25 条第１項の規定に基づく委任、代理等について必要な事項を定める。 

（教育長に委任する事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を除き、その権限に属する事務を教育長に委任する。 

    (１) 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。 

    (２) 委員会が定める規則等の制定又は改廃に関すること。 

    (３) 学校その他の教育機関の設置、廃止、位置変更及び名称変更に関すること。 

    (４) 委員会事務局及び学校その他教育機関の職員の任免その他の人事に関すること。 

    (５) 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等に関すること。 

    (６) 教育予算その他の議会の議決を経るべき案についての意見の申出に関すること。 

    (７) 県費負担教職員の任免その他の進退についての内申に関すること。 

    (８) 県費負担教職員の分限及び懲戒についての内申に関すること。 

    (９) 県費負担教職員の人事、服務の監督及び研修の一般方針に関すること。 

    (10) 学齢児童及び生徒の就学すべき学校の区域の設定又は変更に関すること。 

    (11) 教科用図書の採択に関すること。 

    (12) 非常勤特別職の職員の任免、委嘱及び解職に関すること。 

    (13) １件 20,000,000 円以上の教育財産の取得申出に関すること。 

    (14) 附属機関に対する諮問、答申及び建議の処理に関すること。 

    (15) 奨学生並びに奨学金の給付の決定、廃止及び返還の減免に関すること。 

    (16) 訴訟、不服申立て、請願及び陳情に関すること。 

 

（教育長の臨時代理） 

第３条 教育長は、前条各号に掲げる事項の処理について、急施その他やむを得ない事情

があるとき又はあらかじめ委員会の指示を受けたときは、これを臨時に代理することが

できる。 

２ 教育長は、前項の規定により事務を臨時に代理したときは、次の委員会の会議に報告

しなければならない。 
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海老名市教育委員会 教育部 教育総務課 総務係 

〒 243-0422 海老名市中新田 377 番地 えびなこどもセンター 

Tel 046－235－4916（直通） 

Fax 046－231－0277 

E-mail kyoiku-soumu@city.ebina.kanagawa.jp 


